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5月1日号

トラック運送事業者のための経営のヒント 【生産性の追求と「実運送専業者」】…２面
／タイヤケアホントの話【「４年目・８部山」の中古タイヤを再使用する時に注意したい
点】…３面

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組み
などを内外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依
さんと皆川玲奈TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽
で全国のドライバーの皆さんの安全運行をサポートします。

・  5月の特別番組放送予定
5月27日（金）　
    トラックの魅力① 「トラックドライバーさんのお仕事について」

　　　　　　　　        パーソナリティー：宮崎瑠依×皆川玲奈

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents 5月の名言

プロ野球選手、監督、球団会長。第 1 回国民栄誉賞受賞者。＜出典：ウェブサイト「有名人の名言・格言集」＞

王 貞治（1940.5.20 〜）

努力は必ず報われる。もし報われない努力があるのならば、
それはまだ努力と呼べない。

6 ・��トラック運送業における下
請等中小企業の取引条件
の改善に関する調査結果

7 ・��平成28年�熊本地震
ドキュメント
全ト協・熊本県ト協の動き

２・３
・�トラック協会ニュース
全ト協「激甚災害融資」を5月2日か
ら公募
・�官公庁ニュース（国交省等）

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

4/15〜5/14  2080
5/15〜6/14  8205

８ ・�女性の輝く現場から
�　�トラガールのお仕事。

長距離ドライバーと運行管理者を兼任する
㈱長野フローの大内めぐみさん

４・５

《Gマーク特集》
・��平成28年度貨物自動車運送事業
安全性評価事業
制度の紹介

・��Gマーク認定事業所紹介
　　㈱高富運輸

　

４
月
14
日
21
時
26
分
頃
︑

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と

し
た
最
大
震
度
７
の
地
震
発

生
を
受
け
︑
政
府
で
は
﹁
非

常
災
害
対
策
本
部
﹂を
設
置
︒

現
在
も
︑
国
を
挙
げ
て
の
震

災
対
応
が
続
け
ら
れ
て
い
る
︒

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は

４
月
15
日
︑
環
境
対
応
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入
に

対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
を

発
表
し
た
︒
こ
れ
は
国
の
28

年
度
本
予
算
に
よ
る
﹁
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
向
け
環

境
対
応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
補
助
事
業
﹂（
環
境
省

・
国
土
交
通
省
連
携
事
業
）

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
︑

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
は
補
助
事
業
者

（
執
行
団
体
）
と
し
て
携
わ

る
︒

　

こ
の
事
業
は
︑
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
保
有
す

る
17
年
３
月
末
日
以
前
に
新

車
新
規
登
録
さ
れ
た
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
を
廃
車
し
︑
環
境

対
応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
を
導
入
す
る
際
︑
導
入
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
︑
予
算
額
は
約
28
億
円
︒

補
助
額
と
補
助
上
限
台
数
は

表
の
通
り
︒

　

申
請
受
付
は
28
年
６
月
13

日
㈪
～
29
年
１
月
31
日
㈫

（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
付
終
了
）︒
な
お
︑
Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
で
は
28
年
５
月
17
日
㈫

か
ら
同
31
日
㈫
ま
で
の
間
に

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
18
回
の

説
明
会
を
開
催
す
る
（
３
面

に
表
を
掲
載
）︒

向
け
た
緊
急
物
資
輸
送
を
実

施
︒
26
日
正
午
ま
で
に
ト
ラ

ッ
ク
５
２
１
台
を
使
用
し
︑

食
料
や
飲
料
水
等
を
輸
送
し

た
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
今

後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
︑
万

全
の
態
勢
で
緊
急
物
資
輸
送

に
対
応
し
て
い
く
︒

自
民
党
三
役
に

緊
急
輸
送
の
現
状
を
報
告

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

4
月
19
日
︑
坂
本
克
已
副
会

長
︑
福
本
秀
爾
理
事
長
が
︑

谷
垣
禎
一
幹
事
長
︑
二
階
俊

博
総
務
会
長
︑
稲
田
朋
美
政

務
調
査
会
長
の
自
由
民
主
党

三
役
に
対
し
︑
熊
本
地
震
に

係
る
緊
急
物
資
輸
送
の
取
り

組
み
状
況
を
報
告
し
た
︒

　

ま
た
︑同
日
19
時
30
分
に
︑

自
民
党
本
部
か
ら
熊
本
県
の

被
災
地
に
向
け
︑
支
援
物
資

（
飲
料
水
５
０
０
㍉
㍑
・
７

５
０
本
）
を
積
ん
だ
緊
急
物

資
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
（
日
本
通

運
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
１
台
）
が

出
発
し
た
︒

　

全
ト
協
お
よ
び
熊
本
県
ト

協
で
は
︑
同
日
21
時
46
分
に

﹁
災
害
対
策
本
部
﹂
を
立
ち

上
げ
︑
国
土
交
通
省
や
︑
災

害
対
策
基
本
法
の
指
定
公
共

機
関
５
社
で
あ
る
日
本
通

運
︑福
山
通
運
︑佐
川
急
便
︑

ヤ
マ
ト
運
輸
︑
西
濃
運
輸
な

ど
全
国
の
運
送
事
業
者
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
︑
全
力

を
挙
げ
て
緊
急
物
資
輸
送
対

応
に
あ
た
っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
政
府
の
非

常
災
害
対
策
本
部
か
ら
要
請

を
受
け
︑
26
日
正
午
ま
で
に

ト
ラ
ッ
ク
１
８
６
台
を
使
用

し
︑大
量
の
毛
布
︑飲
料
水
︑

パ
ン
︑
カ
ッ
プ
麺
︑
ト
イ
レ

等
の
物
資
を
集
荷
︒
熊
本
県

内
を
は
じ
め
隣
接
県
等
に
指

定
さ
れ
て
い
る
︑
緊
急
物
資

集
積
所
等
へ
の
搬
送
を
実
施

し
て
い
る
（
図
）︒

各
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も

緊
急
輸
送
相
次
ぐ

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
緊
急

物
資
輸
送
の
さ
ら
な
る
円
滑

化
を
図
る
た
め
︑
政
府
の
非

常
災
害
対
策
本
部
に
職
員
を

１
人
派
遣
し
た
ほ
か
︑
地
震

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
熊
本

県
ト
協
に
も
職
員
２
人
を
派

遣
し
た
︒

　

一
方
︑熊
本
県
ト
協
で
は
︑

17
日
に
県
庁
と
日
本
通
運
︑

ヤ
マ
ト
運
輸
と
連
携
し
︑
緊

急
物
資
集
積
所
に
物
流
専
門

家
を
派
遣
し
た
ほ
か
︑
18
日

か
ら
は
県
内
の
物
資
集
積
拠

点
等
に
協
会
職
員
２
人
を
派

遣
︒
ま
た
︑
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊
会
長
）

か
ら
は
熊
本
県
ト
協
に
職
員

２
人
を
派
遣
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
各
地
の
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
全
国

か
ら
熊
本
県
な
ど
被
災
地
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
運
行
記
録
計
（
タ
コ
グ
ラ

フ
）
の
装
着
対
象
が
車
両
総

重
量
７
㌧
以
上
ま
た
は
最
大

積
載
量
４
㌧
以
上
の
全
て
の

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
ま
で
拡

大
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
︑
会

員
事
業
者
へ
の
周
知
対
策
を

実
施
し
て
い
る
︒

　

運
行
記
録
計
装
着
対
象
車

両
の
拡
大
は
︑
27
年
４
月
か

ら
新
車
に
は
適
用
さ
れ
て
い

る
が
︑
使
用
過
程
車
に
つ
い

て
は
︑
29
年
３
月
31
日
ま
で

に
装
着
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
全
ト
協
で
は
︑

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
内
容
に
つ
い
て
注
意
喚

起
す
る
チ
ラ
シ
を
折
り
込

み
︑
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
︒

表  補助額と補助上限台数
補 助 額 補助上限台数

大型 車両総重量 12 トン超 100万円 1事 業 者当たり
10 台を上限（自
動車リース事業者
より借り受ける台
数を含む）

中型 車両総重量
7.5トン超12トン以下 70万円

小型 車両総重量
3.5トン超7.5トン以下 40万円

政
府
・
対
策
本
部
要
請
分
１
８
６
台

関係団体
関係事業者
［品目］
食料

関係団体
関係事業者
［品目］

水、育児用調整粉乳、
仮設トイレ・簡易トイレ・
便袋、トイレットペーパー、
紙おむつ（乳児・大人）、

毛布、下着

日本通運
鳥栖流通センター

仕分け

物流事業者
トラック輸送

※熊本市以外の336避難所のうち、500人以上の避難所について、国は市町村搬入拠点を経由せず、避難所へ直送

各避難所

市町村・
物流事業者
トラック輸送

市
町
村
搬
入
拠
点※

ヤマト運輸
ロジクロス福岡久山
（下着等）

各避難所

◎物資支援（食料）

◎物資支援（食料以外）

物流事業者
トラック輸送

市
町
村
搬
入
拠
点

市町村・
物流事業者
トラック輸送

各避難所までの緊急物資輸送のイメージ（4月23日現在）図

政府非常災害対策本部要請分の緊急物資輸送を行うトラック

■地震概要
①4月14日21時26分頃に発生した地震

震源地　熊本県熊本地方
規　模　Ｍ 6.5（暫定値）
震　度　震度 7 ＝熊本県熊本
（熊本県益城町宮園でも震度 7 を観測したと想定される）

②4月16日1時25分頃に発生した地震
震源地　熊本県熊本地方
規　模　Ｍ 7.3（暫定値）
震　度　震度 7 ＝熊本県益城町、西原村

③地震活動の状況
25日 6時現在、震度 1以上を観測した地震が 879回発
生。

■被害状況
死者 48 人

重傷 282 人

軽症 1,095 人

住宅被害
全壊 1,675 棟

半壊 1,557 棟

避難者数 60,077 人（うち熊本県 59,912 人）

※政府非常災害対策本部発表より（4月25日10時00分現在）

表　平成28年熊本地震に係る被害状況等

自民党三役に説明を行う坂本副会長㊤。
その後、自民党本部から緊急物資輸送トラックの出発式が行われた

物
流
専
門
家
を
派
遣

現
地
・
政
府
非
常
災
害
対
策
本
部
で
活
躍

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
向
け

環
境
対
応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
補
助
事
業
を
実
施

大
型
車
１
０
０
万
円
、
中
型
車
70
万
円
、
小
型
車
40
万
円

緊急物資輸送を通じ被災者を支援
指定公共機関として指定後初

運
行
記
録
計
の
装
着
対
象
車
両
拡
大

平
成
29
年
４
月
か
ら
使
用
過
程
車
に
も
［
今
号
に
折
込
］

LEVO

　

平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
地
震
以

降
、
熊
本
県
を
中
心
に
連
続
し
て
発
生
し
て

い
る
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」。
４
月
16
日

１
時
25
分
頃
に
は
本
震
が
発
生
。
そ
の
後
も

規
模
の
大
き
な
地
震
が
相
次
い
で
起
き
て
お

り
、
熊
本
県
熊
本
地
方
や
阿
蘇
地
方
な
ど
、

ま
た
大
分
県
な
ど
で
は
深
刻
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
（
表
）。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
熊
本
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永
豊
武
会
長
）
を
は
じ
め

と
し
た
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
14

日
の
地
震
発
生
直
後
か
ら
緊
急
物
資
輸
送

対
応
を
矢
継
ぎ
早
に
実
施
。
多
く
の
被
災
者

を
支
援
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

総
力
を
挙
げ
て
懸
命
に
緊
急
物
資
輸
送
活

動
に
あ
た
っ
て
い
る
（
関
連
記
事
７
面
）。

　

な
お
、
政
府
は
25
日
、
同
地
震
に
よ
る
災

害
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
た（
３
面
に
関
連
）。

平成28年 熊本地震
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.4.15—5.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.4.15—
5.1

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

全
部
の
仕
事
が
荷
主
と
の
直
接

契
約
な
ら
︑
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
︒
だ
が
中
小
事
業
者
の
場

合
に
は
︑
な
か
な
か
難
し
い
︒
地

元
か
ら
の
荷
物
は
直
接
取
引
で
も
︑

全
国
各
地
に
運
ぶ
よ
う
な
長
距

離
輸
送
で
は
︑
納
品
先
の
各
地
で

帰
り
荷
を
営
業
開
拓
す
る
の
は
大

変
だ
︒
そ
こ
で
︑
帰
り
荷
は
同
業

者
か
ら
斡
旋
し
て
も
ら
う
方
が
合

理
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
行
き
は
直
接
取

引
の
荷
物
だ
が
︑
帰
り
は
同
業
者

か
ら
荷
物
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
が
一
般
的
に
な
る
︒

こ
の
よ
う
な
運
行
形
態
で
︑
よ
り

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
ど
う

す
べ
き
か
︒
都
内
の
あ
る
事
業
者

が
面
白
い
調
査
を
し
た
︒
調
査
の

目
的
は
︑
帰
り
荷
と
し
て
幹
線
輸

送
を
委
託
し
て
い
る
協
力
会
社
の
︑

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
像
を
調
べ
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
の
参

考
に
し
た
い
と
い
う
も

の
︒
す
る
と
︑
期
せ
ず

し
て
帰
り
荷
の
運
行
形

態
な
ど
も
分
か
っ
て
き

た
︒
そ
こ
で
協
力
会
社

の
経
営
者
と
の
日
頃
の

会
話
な
ど
も
加
味
し
て
︑

面
白
い
結
果
が
出
た
の

で
あ
る
︒

　

協
力
会
社
に
委
託
し
て
い
る

仕
事
は
︑
首
都
圏
か
ら
東
北
︑

中
部
︑
北
陸
︑
関
西
に
運
ぶ

拠
点
間
幹
線
輸
送
で
︑
積
み

込
み
日
の
翌
日
納
品
で
あ
る
︒

車
両
は
大
型
増
ト
ン
車
や
ト
レ

ー
ラ
の
箱
車
か
ウ
イ
ン
グ
車
︒

調
査
は
協
力
会

社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
で
行
っ

た
︒
そ
の
結
果
︑

﹁
必
ず
し
も
自

社
の
所
在
地
に

帰
り
荷
と
し
て

積
ん
で
帰
る
と

は
限
ら
な
い
﹂

と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
︒
し

か
も
い
く
つ
か

に
パ
タ
ー
ン
化

で
き
る
︒

　

東
北
方
面
で

は
仙
台
に
運
ぶ

荷
物
が
多
い
の

だ
が
︑
運
ん
で
い
る
の
は
隣
の

山
形
県
の
事
業
者
が
多
い
︒
首

都
圏
か
ら
仙
台
ま
で
荷
物
を
積

ん
で
帰
れ
ば
︑
東
北
の
拠
点
で

あ
る
仙
台
か
ら
は
地
元
の
山
形

に
別
の
荷
物
が
あ
る
︒
中
部
へ

の
荷
物
も
︑
愛
知
県
の
事
業
者

だ
け
で
は
な
く
静
岡
県
の
事
業
者

が
意
外
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

首
都
圏
か
ら
自
社
の
所
在
地
を
超

え
て
中
部
に
運
び
︑
中
部
か
ら
別

の
荷
物
を
地
元
に
積
ん
で
帰
る
︒

関
西
へ
の
荷
物
も
︑
関
西
以
西
の

事
業
者
が
積
ん
で
帰
り
︑
さ
ら
に

関
西
か
ら
は
地
元
に
別
の
荷
物
を

積
ん
で
帰
る
︒
い
く
つ
も
荷
物
を

組
み
合
わ
せ
て
︑
よ
り
多
く
の
運

賃
収
入
を
得
る
た
め
だ
︒

　

つ
ま
り
︑
①
帰
り
荷
を
直
接
地

元
に
積
ん
で
帰
る
︑
②
帰
り
荷
の

納
品
地
か
ら
さ
ら
に
別
の
荷
物
を

積
ん
で
帰
る
︑
と
い
う
パ
タ
ー
ン

に
分
類
で
き
る
︒
も
ち
ろ
ん
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
（
休
憩
や
休

息
︑拘
束
時
間
）と
運
行
管
理（
点

呼
や
安
全
管
理
）
な
ど
︑
法
令

遵
守
が
前
提
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う

な
制
約
要
件
の
枠
内
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
と
荷
物
と
を
ど

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
最
大

効
果
が
得
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
︑

効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
追

求
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒

　

荷
物
が
な
い
か
ら
欲
し
い
と
い

う
の
で
は
な
く
︑
法
令
を
遵
守
し

て
可
能
な
限
り
生
産
性
向
上
を
図

る
︒﹁
下
請
事
業
者
﹂
と
﹁
実
運

送
専
業
者
﹂
の
違
い
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
︒

第
162
回

生産性の追求と「実運送専業者」

Ａ�

長
時
間
労
働
抑
制
の
た
め

現
行
１
０
０
時
間
を
さ
ら

に
引
き
下
げ

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
立
ち
入
り
調
査
は
︑

政
府
が
１
億
総
活
躍
国
民
会
議
に
提
出

す
る
労
働
関
連
政
策
の
目
玉
の
一
つ
と

も
い
え
る
も
の
で
︑
長
時
間
労
働
の
抑

制
に
よ
り
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
ほ
か
︑

子
育
て
中
の
女
性
や
高
齢
者
が
働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
る
の
が
狙
い
と
さ
れ

　

先
日
、
新
聞
に
﹁
政
府
が
長
時

間
労
働
防
止
の
た
め
、
１
か
月
の

残
業
が
80
時
間
に
達
す
る
事
業
場

に
対
し
、
労
働
基
準
監
督
署
が
立

ち
入
り
調
査
を
行
う
こ
と
に
す

る
﹂
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。
最
近
は
、
残
業
に
対
す
る

国
の
規
制
が
ど
ん
ど
ん
強
化
さ
れ

る
方
向
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 第114回 

残業月80時間で労基署
が立ち入り調査へ

て
い
ま
す
︒

　

も
と
も
と
︑
長
時
間
残
業
の
事
業
場

へ
の
立
ち
入
り
調
査
は
︑
厚
生
労
働
省

内
に
設
け
ら
れ
た
長
時
間
労
働
削
減

推
進
本
部
（
本
部
長
：
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
）
の
指
示
に
よ
り
︑
昨
年

１
月
か
ら
全
国
の
労
働
基
準
監
督
署
が

実
施
し
て
い
る
も
の
で
︑
現
行
は
１
か

月
当
た
り
１
０
０
時
間
を
超
え
る
残
業

が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
事
業
場
や
︑

長
時
間
労
働
に
よ
る
過
労
死
な
ど
に
関

す
る
労
働
災
害
請
求
が
あ
っ
た
全
て
の

事
業
場
を
対
象
と
し
て
お
り
︑
昨
年
６

月
ま
で
の
半
年
間
に
監
督
指
導
し
た
実

績
は
合
計
３
６
０
２
事
業
場
に
上
っ
て

い
ま
す
︒

　

併
せ
て
︑
昨
年
４
月
に
は
通
称
﹁
か

と
く
﹂︑
正
式
名
﹁
過
重
労
働
撲
滅
特

別
対
策
班
﹂
が
東
京
労
働
局
と
大
阪

労
働
局
に
設
置
さ
れ
︑
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
の
違
法
残
業
が
摘
発
さ
れ
て
話
題
に

な
る
な
ど
︑
厚
労
省
は
長
時
間
労
働

抑
制
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
め
て
い

ま
す
︒
立
ち
入
り
調
査
に
関
し
て
は
︑

指
導
対
象
と
な
る
残
業
時
間
を
こ
れ
ま

で
の
月
間
１
０
０
時
間
超
か
ら
80
時
間

超
に
変
更
し
︑
さ
ら
に
取
り
締
ま
り
を

強
化
す
る
方
針
で
す
︒

　

本
来
︑
労
基
署
は
労
働
基
準
法
な

ど
に
基
づ
き
︑
定
期
的
に
︑
あ
る
い
は

労
働
者
か
ら
の
申
告
に
よ
り
事
業
場
に

立
ち
入
り
︑
臨
検
監
督
（
監
督
指
導
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
司
法

警
察
事
務
と
し
て
︑
事
業
主
が
︑
度

重
な
る
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
を

行
わ
な
い
場
合
な
ど
︑
重
大
・
悪
質
な

事
案
に
つ
い
て
は
︑
労
基
法
な
ど
の
違

反
事
件
と
し
て
取
り
調
べ
等
の
任
意
捜

査
や
捜
索
・
差
し
押
さ
え
︑
逮
捕
な
ど

の
強
制
捜
査
を
行
い
︑
検
察
庁
に
送
検

し
ま
す
︒

　

監
督
指
導
は
通
常
︑
年
間
17
万
件

ほ
ど
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
う
ち
定

期
監
督
（
労
基
署
が
主
体
的
︑
計
画

的
に
行
う
監
督
指
導
）
で
は
︑
６
割
強

の
事
業
場
で
何
ら
か
の
労
基
関
係
法
令

の
違
反
が
認
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
︒

前
述
の
立
ち
入
り
調
査
は
︑
こ
れ
ら
と

は
や
や
異
な
り
ま
す
が
︑
極
端
な
長
時

間
残
業
の
事
案
を
摘
発
す
る
こ
と
で
︑

﹁
か
と
く
﹂の
場
合
は
特
に
そ
う
で
す
が
︑

一
種
の
一
罰
百
戒
的
な
効
果
を
狙
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒

　

確
か
に
︑
政
府
が
長
時
間
労
働
に
対

す
る
規
制
を
強
化
し
て
い
く
方
向
に
は

間
違
い
な
い
の
で
す
が
︑
も
と
も
と
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑
労
働
時
間
規
制

に
つ
い
て
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

等
の
改
善
基
準
告
示
に
よ
り
特
別
扱
い

さ
れ
て
い
る
一
方
で
︑
そ
の
分
︑
毎
年

度
の
監
督
行
政
の
重
点
指
導
対
象
に
も

さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
年
３
月
に
も
︑
広

島
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
居
眠
り

運
転
に
よ
る
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
︒
業
種
は
違
い
ま
す

が
︑
今
年
１
月
に
は
軽
井
沢
で
15
人
が

死
亡
し
た
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
も
あ
り
︑

自
動
車
運
転
者
に
対
す
る
世
論
も
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
長
時
間
労
働
に

つ
い
て
は
や
は
り
︑
絶
え
ず
日
常
的
な

注
意
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
︒

　あなたは片側１車線の道路を走行しています。前方左側には脇
道があり左のウインカーを出している車がいます。その先には大きな
総合病院があります。この場面にはどのような危険がありますか。ま
た、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。
考えてみましょう。

状 

況

〔第 75回〕「横断歩道のある単路の走行」

（解説・3面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

４
月
25
日
︑﹁
第
１
回
近

代
化
基
金
融
資
制
度
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
﹂
が
開

催
さ
れ
︑
中
川
運
送
㈱
の
中

川
才
助
会
長
が
委
員
長
に
選

任
さ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
制
度
開
始

以
来
40
年
目
を
迎
え
る
近
代

化
基
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
︑

今
後
も
同
制
度
が
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
近
代
化
・
合
理

化
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
設
置
さ
れ
た
も
の
︒

　

議
事
で
は
︑
①
近
代
化
基

金
融
資
制
度
の
現
況
（
制
度

の
趣
旨
︑
基
金
運
営
管
理
︑

制
度
の
概
要
︑事
業
の
内
容
︑

利
子
補
給
率
の
推
移
︑
平
成

26
年
度
近
代
化
基
金
関
係
実

績
）
②
近
代
化
基
金
融
資
制

度
に
係
る
主
な
論
点
③
地
方

協
会
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
︱
︱
等
に
つ
い
て
︑
報

告
お
よ
び
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
こ
の
あ
と
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛
て
に

﹁
近
代
化
基
金
融
資
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
票
﹂
を
送
付

し
て
５
月
中
を
め
ど
に
回
収

し
︑
第
２
回
検
討
会
の
参
考

に
す
る
こ
と
と
し
た
︒

▼
委
員
長
＝
中
川
才
助
（
中

川
運
送
㈱
会
長
）
▼
委
員
＝

若
杉
福
雄
（
丸
五
運
送
㈱
会

長
）︑
北
村
洋
（
北
海
道
ト

ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理
事
）︑

綿
引
正
明
（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
専
務
理
事
）︑
川
崎

和
文
（
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
専
務
理
事
）︑
丸
山
浩
司

（
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
組

織
金
融
部
地
域
連
携
室
参
事

役
兼
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
金
融

法
人
室
担
当
部
長
）︑
小
坂

真
弘
（
日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
主
席
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）︑
福
本
秀
爾
（
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
長
）

︻
順
不
同
︼

平
成
28
年
度
新
規
採
用
職

員
研
修
を
実
施

協
会
職
員
27
人
が
参
加

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

平
成
28
年
度
引
越
安
心
マ

ー
ク
説
明
会
ス
タ
ー
ト

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
25
日
︑
平
成
28
年
度
引

越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
説

４
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
︑
平
成
28
年
度
新
規
採
用

職
員
研
修
を
行
っ
た
︒

　

こ
れ
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
新
規
採
用
職
員

を
対
象
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
職
員
と
し
て
︑﹁
会
員
事

業
者
な
ら
び
に
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
﹂
と
い

う
主
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
で
︑

昨
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
い

る
︒
今
年
度
は
全
国
か
ら
27

人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
た
ち
が

参
加
し
た
︒

　

初
日
（
18
日
）
は
︑
開
校

式
の
後
︑
㈱
プ
ロ
デ
キ
ュ
ー

ブ
の
高
柳
勝
二
代
表
取
締
役

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
基
礎

知
識
と
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
講
演
︒２
日
目

（
19
日
）
は
︑
㈱
ア
イ
ル
／

ア
イ
ル
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の

井
上
知
伊
子
氏
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
文
書
研
修
を
実
施
し

た
︒
さ
ら
に
︑３
日
目（
20
日
）

は
（
公
社
）
全
国
消
費
生
活

相
談
員
協
会
の
増
田
悦
子
氏

が
︑﹁
消
費
生
活
問
題
と
相

談
対
応
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
行
っ
た
（
次
号
に
詳

細
）︒

　

ま
た
︑
同
日
に
は
佐
川
急

便
東
京
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー（
東
京
都
・
江
東
区
）

や
関
係
省
庁
等
の
視
察
が
行

わ
れ
た
ほ
か
︑
全
ト
協
各
部

の
事
業
概
要
の
説
明
や
全
ト

協
役
員
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
も
実
施
さ
れ
た
︒

明
会
を
開
催
し
た
︒

　

同
説
明
会
は
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
︑
全
国

に
も
配
信
︒
６
月
上
旬
ま
で
︑

全
国
で
順
次
開
催
さ
れ
る

（
表
）︒

　

ま
た
︑５
月
９
日
か
ら
は
︑

電
話
に
よ
る
事
前
相
談
窓
口

（
☎
03
・
３
３
５
４
・
１
０

３
８
）
を
開
設
す
る
（
土
曜

・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
９
時

～
12
時
／
13
時
～
17
時
︑
７

月
29
日
ま
で
）︒

　

な
お
︑
申
請
書
類
頒
布
は

８
月
15
日
ま
で
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
︒
申
請
受
付
期
間
は

８
月
１
日
～
15
日
（
当
日
消

印
有
効
）︒

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
﹁
交
通
事
故
統
計
（
平

成
28
年
３
月
末
）﹂
に
よ
る

と
︑
28
年
３
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
は

70
件
と
な
り
︑
前
年
同
期
比

で
18
件
減
少
し
た（
図
）︒

　

な
お
︑３
月
の
件
数
は
︑

大
型
車
15
件
（
前
年
同
期

比
▲
４
件
）︑
中
型
車
８
件

（
▲
３
件
）︑
普
通
車
１
件

（
▲
３
件
）
と
︑
全
て
の

車
種
で
前
年
を
下
回
っ
た
︒

図　事業用貨物車に係る第一当事者死亡事故件数
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事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

死
亡
事
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18
件
減
少

平
成
28
年
３
月
末

全ト協　中央近代化基金
「激甚災害融資」推薦申込を公募

　全日本トラック協会では、中央近代化基金「激甚災害融資」
の申込受付を平成 28 年５月２日から開始する。
　「平成 28 年熊本地震」が激甚災害に指定されたことを受け、
被害を受けたトラック運送事業者の経営安定確保に資するた
め、今般の災害を当協会「近代化基金運営要領」に規定する激
甚災害と認定し、融資推薦事業を実施する。
　申込に必要な書類や融資条件の詳細等については、全ト協ホ
ームページに掲載の公募要綱を参照のこと。

「激甚災害融資」公募要綱（抜粋）
※公募推薦総枠
５億円

※公募期間
平成28年５月２日㈪から平成28年６月30日㈭まで

※推薦対象者
激甚災害に指定された熊本地震により、下記⑴又は⑵のいずれか
に該当する貨物自動車運送事業者およびその共同体であって、各
都道府県トラック協会に加入し、商工中金との取引資格があるも
の（予定を含む）。
⑴��平成 28年熊本地震による激甚災害により、事務所もしくは主
要な事業用資産について、全壊・半壊・その他これらに準ずる
被害を受けた者
⑵�今次の激甚災害により、今後２か月の運送収入又は輸送トン数
が、前年同期と比べ20％以上の減少が見込まれる者

※対象資金
激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再
建又は正常な操業維持に必要な設備資金及び運転資金

※融資限度
個別企業体５千万円・共同体１億円

※利子補給率
年0.4％（個別企業体・共同体ともに）

※都道府県トラック協会から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
平成28年７月８日㈮

※推薦適否決定通知予定日
平成28年７月15日㈮

制
度
見
直
し
等
へ
向
け
議
論

第
１
回
近
代
化
基
金
融
資
制
度
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会

平
成
28
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
説
明
会
（
４
月
25
日
、
全
ト
協
）

3日目に行われた講演「消費生活問題と相談対
応」

佐川急便東京ロジスティクスセンターを視察

第1回近代化基金融資制度のあり方に関する検
討会（４月25日、全ト協）

表　平成 28 年度引越事業者優良認定制度
申請等に係る説明会 開催スケジュール

開催日 対　象 会　場

5月11日㈬ 九州ブロック 福岡県トラック協会

5月13日㈮ 北海道ブロック 北海道トラック協会

5月16日㈪ 近畿ブロック 大阪府トラック協会

5月17日㈫ 中部ブロック 愛知県トラック協会

6月7日㈫ 全国・関東ブロック 全日本トラック協会※

※テレビ会議システムを利用して全国へ配信
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.4.15—
5.1

　
﹁
中
古
タ
イ
ヤ
を
譲
り
受
け

た
の
で
︑
自
社
の
車
両
に
使
い

た
い
﹂
と
言
わ
れ
た
時
︑
タ
イ

ヤ
の
危
険
性
を
熟
知
す
る
プ
ロ

は
︑
た
と
え
そ
の
中
古
タ
イ
ヤ

に
外
見
上
全
く
問
題
が
な
く
て

も
︑
決
し
て
そ
の
中
古
タ
イ
ヤ

を
安
易
に
装
着
す
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
︒

　

そ
う
し
た
場
合
は
︑
ま
ず
タ

イ
ヤ
の
側
面
に
記
載
さ
れ
た

﹁
製
造
年
（
セ
リ
ア
ル
）﹂
と
︑

タ
イ
ヤ
の﹁
溝
の
深
さ
﹂を
見
て
︑

ど
の
よ
う
な
走
行
条
件
で
使
用

し
て
い
た
の
か
を
分
析
し
ま
す
︒

例
え
ば
︑
屋
外
に
長
く
放
置
さ

れ
︑
雨
水
に
さ
ら
さ
れ
た
タ
イ

ヤ
で
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
内
面
に

水
分
が
浸
透
し
た
跡
が
残
る
た

め
︑
そ
れ
が
確
認
で
き
た
時
点

で
使
用
不
可
に
な
り
ま
す
︒
こ

れ
は
即
断
で
き
る
ケ
ー
ス
で
す
︒

　

ま
た
︑
パ
ン
ク
の
修
理
跡
が

あ
る
場
合
も
同
様
に
扱
う
こ
と

が
多
く
︑
タ
イ
ヤ
の
表
面
全
体

を
注
意
深
く
観
察
し
︑
素
手
で

触
り
な
が
ら
︑
再
使
用
に
耐
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

い
き
ま
す
︒そ
の
中
で
も
特
に
︑

製
造
か
ら
４
年
以
上
経
過
し
て

い
る
も
の
は
︑
タ
イ
ヤ
の
溝
が

残
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
慎
重

に
扱
い
ま
す
︒

　

４
年
以
上
も
使
用
し
て
い
れ

ば
︑
た
い
て
い
２
～
３
万
㌔
㍍

の
距
離
を
走
行
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
︑
タ
イ
ヤ
の
摩

耗
性
能（
寿
命
）を
考
え
る
と
︑

溝
の
深
さ
は
﹁
５
部
山
（
新
品

溝
の
50
％
）﹂
程
度
ま
で
消
耗

し
て
い
る
は
ず
で
す
︒
そ
れ
が

４
年
目
で
﹁
８
部
山
（
新
品
溝

の
80
％
）﹂
ま
で
溝
が
残
っ
て
い

る
と
し
た
ら
︑
タ
イ

ヤ
の
使
用
方
法
が

普
通
で
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
︒

　

特
に
ト
ラ
ッ
ク
用

タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑

車
両
が
毎
日
稼
働

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
る
上
に
︑

ど
れ
だ
け
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
技
術
を
駆

使
し
て
も
︑
タ
イ
ヤ

の
溝
の
深
さ
が
８
部

第60回 「『４年目・８部山』の中古タイヤを再使用する時に注意したい点」

山
も
残
る
こ
と
は
な

い
の
で
︑
そ
の
理
由

を
推
察
し
て
い
き
ま
す
︒

　

そ
こ
で
ま
ず
予
想
さ
れ
る
の

が
︑
車
両
の
使
用
頻
度
が
少
な

い
ケ
ー
ス
（
１
か
月
に
数
回
程

度
）
で
す
︒
走
行
距
離
が
短
い

の
で
︑
４
年
使
用
し
て
も
タ
イ

ヤ
の
溝
は
消
耗
し
ま
せ
ん
︒
と

こ
ろ
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
︑
タ

イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検
が
十
分
に

さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
強
く
︑

タ
イ
ヤ
の
表
面
全
体
が
い
く
ら

整
っ
て
い
て
も
︑
タ
イ
ヤ
内
部

の
構
造
が
大
き
く
傷
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
不
足
し

た
状
態
で
車
庫
に
長
く
止
ま
っ

て
い
れ
ば
︑タ
イ
ヤ
の
下
方
部
分

（
路
面
と
接
地
す
る
部
分
）に
︑

車
両
重
量
の
負
担
が
大
き
く
掛

か
り
ま
す
︒
車
両
を
何
か
月
も

動
か
さ
ず
︑
駐
車
場
に
放
置
し

て
い
る
と
︑
タ
イ
ヤ
全
体
が
徐

々
に
ゆ
が
ん
で
い
き
ま
す
︒
極

端
に
表
現
す
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
が

真
円
か
ら
楕
円
に
変
形
し
た
よ

う
な
状
態
に
な
り
ま
す
︒
そ
う

な
る
と
︑
当
然
な
が
ら
タ
イ
ヤ

の
直
進
性
や
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く

な
る
の
で
︑
装
着
す
る
と
重
大

な
事
故
に
繋
が
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
す
︒

　

４
年
目
で
８
部
山
以
上
の
溝

が
残
っ
て
い
る
中
古
タ
イ
ヤ
を

見
た
ら
︑
以
上
の
よ
う
な
予
測

を
立
て
な
が
ら
︑
安
全
走
行
に

支
障
が
な
い
か
判
断
し
て
い
き

ま
す
が
︑
仮
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
し
て
も
︑
ゴ
ム
の

﹁
鮮
度
﹂
が
落
ち
て
タ
イ
ヤ
が

硬
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た

め
︑
雨
の
日
は
滑
り
や
す
く
な

り
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
タ
イ
ヤ
の

溝
が
深
す
ぎ
る
た
め
︑
硬
く
な

っ
た
ゴ
ム
ブ
ロ
ッ
ク
が
走
行
中

に
路
面
を
強
く
叩
き
︑
車
内
に

大
き
な
衝
突
音
が
響
き
ま
す
︒

乗
り
心
地
も
悪
く
な
り
︑
長
時

間
走
行
す
る
と
運
転
疲
労
が
蓄

積
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
使
用
過

程
の
分
か
ら
な
い
中
古
タ
イ
ヤ

は
使
わ
な
い
方
が
安
全
で
す
︒

［第3回］

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①総合病院付近は、歩行者や自転車、車の行き来が多い場
所です。しかも、病院付近にはたいがい薬局があり、道路
をはさんで対面している場合などには、病院から薬局へ
向かう歩行者の安全を確保するために横断歩道が設け
られているケースもあります。そのような道路を走行す
る時は、あらかじめスピードを落とすとともに、前方や周
囲の状況によく注意して走行する必要があります。

②脇道から出ようとしている車を避けるために、歩道を進
行してきた自転車が車道に出てくることはよくあります。
この場合、自転車は逆行するかたちとなり、きわめて危
険な違反行為といえますが、現実にはこのような走行を
する自転車も少なくありませんから注意が必要です。ま
た、脇道の車の側方から左折して車道に出てくる自転車
もいますから、この点にも注意しましょう。
③交通ルールでは、横断歩道を横断しようとしている歩行
者がいる時は、横断歩道の手前で一時停止して歩行者
の通行を妨げないことと定められていますが、実際には
横断歩道の手前に歩行者が立っているのを認めても、ド
ライバーは「歩行者は車が接近しているから通過するの
を待っているのだ」と判断して、そのまま通過するケース
がよくみられます。しかし、歩行者が車の通過を待つとは
限りませんから、そうした誤信は非常に危険です。横断し
そうな歩行者がいる時は、横断歩道の手前で一時停止
するということを徹底しましょう。

①脇道から車が左折してくると、衝突する危険があります
（図１）。
②歩道を進行してくる自転車が脇道の車を避けるために
車道に出てきたり、脇道の車の側方から自転車(車の陰
になって見えない)が左折してくると、衝突する危険が
あります（図２）。
③歩行者が横断歩道を横断してくると、はねてしまう危険
があります（図３）。

　あなたは片側１車線の道路を走行しています。
前方左側には脇道があり左のウインカーを出し
ている車がいます。その先には大きな総合病院
があります。この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
今
回

の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
︑

今
後
﹁
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
﹂
に
設
け
ら

れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
中
で
︑
取
引
条
件
の
改
善

に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い

く
︒

特
車
許
可
を
迅
速
化

熊
本
地
震
で
物
流
確
保

　

国
土
交
通
省
は
４
月
19

日
︑
熊
本
地
震
の
被
災
地
域

の
物
流
確
保
等
の
観
点
か

ら
︑
企
業
活
動
等
に
伴
う
特

殊
車
両
通
行
許
可
申
請
の
審

査
を
迅
速
化
す
る
と
発
表
し

た
︒

　

通
行
許
可
申
請
の
目
的
地

ま
た
は
出
発
地
が
熊
本
県
ま

た
は
大
分
県
の
場
合
は
︑
最

優
先
で
処
理
を
行
い
︑
可
能

な
限
り
迅
速
に
許
可
証
を
交

付
す
る
︒

　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所

は
︑
災
害
対
応
の
た
め
︑
申

請
を
受
け
付
け
て
い
な
い
が
︑

他
の
河
川
国
道
事
務
所
等
で

は
受
け
付
け
て
い
る
︒
周
辺

で
は
︑
福
岡
国
道
事
務
所
︑

佐
賀
国
道
事
務
所
な
ど
が
あ

る
︒

　

災
害
救
助
の
た
め
使
用
さ

れ
る
車
両
（
災
害
復
旧
︑
緊

急
物
資
輸
送
等
の
た
め
使
用

さ
れ
る
車
両
を
含
む
）
に
係

る
特
殊
車
両
通
行
許
可
手
続

き
は
不
要
だ
︒

車
検
を
最
大
１
か
月
延
長

熊
本
と
大
分
の
一
部
地
域

　

国
土
交
通
省
は
４
月
18

日
︑
熊
本
地
震
に
伴
い
︑
熊

本
県
全
域
と
大
分
県
の
一
部

地
域
に
使
用
の
本
拠
を
有
す

る
車
両
の
う
ち
︑
自
動
車
検

査
証
の
有
効
期
間
が
４
月
15

日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
の
車

両
に
つ
い
て
︑
５
月
15
日
ま

で
有
効
期
間
を
伸
長
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

大
分
県
の
一
部
地
域
は
︑

別
府
市
︑日
田
市
︑竹
田
市
︑

豊
後
大
野
市
︑
由
布
市
︑
玖

珠
郡
九
重
町
︑
玖
珠
郡
玖
珠

町
︒
被
災
地
域
に
使
用
の
本

拠
が
あ
る
車
両
は
当
面
︑
継

続
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
︑
有
効
期
間
を
伸

長
す
る
︒

　

有
効
期
間
伸
長
の
適
用
を

受
け
た
車
両
の
自
賠
責
保
険

（
共
済
）
の
契
約
期
間
は
︑

伸
長
さ
れ
た
期
間
内
の
継
続

検
査
を
申
請
す
る
時
ま
で
に

契
約
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

る
︒

　

対
象
地
域
に
使
用
の
本
拠

を
有
す
る
車
両
は
︑
約
１
５

８
万
１
９
０
０
台
で
︑
こ
の
う

ち
有
効
期
間
伸
長
の
対
象
と

な
る
の
は
約
３
万
９
０
０
台
︒

踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
を

運
輸
安
全
委
が
分
析
集

　

運
輸
安
全
委
員
会
は
４
月

15
日
︑
自
動
車
等
が
関
係
し

た
踏
切
事
故
に
関
す
る
分
析

を
特
集
し
た
﹃
運
輸
安
全
委

　

な
お
︑
今
後
対
象
地
域
の

状
況
等
に
応
じ
て
︑
有
効
期

間
の
再
伸
長
お
よ
び
対
象
車

両
の
追
加
を
検
討
し
て
い
く
︒

員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
﹄（
第
20

号
）
を
公
表
し
た
︒

　

踏
切
事
故
の
件
数
︑
原
因

別
等
の
推
移
と
と
も
に
︑
最

近
公
表
し
た
事
故
調
査
報
告

書
を
含
む
事
故
事
例
の
紹
介

や
再
発
防
止
に
必
要
な
行
動

の
紹
介
︑
自
動
車
関
連
団
体

等
の
踏
切
事
故
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
︒

　

国
土
交
通
省
の
統
計
で

は
︑
①
自
動
車
等
が
関
係
し

た
踏
切
事
故
の
発
生
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
︑
依
然

と
し
て
毎
年
２
０
０
件
以
上

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
②

原
因
は
自
動
車
等
が
列
車
の

通
過
す
る
直
前
に
踏
切
内
に

進
入
す
る
﹁
直
前
横
断
﹂
が

最
も
多
い
︱
︱
こ
と
が
分
か

っ
た
︒

　

踏
切
事
故
防
止
の
た
め
の

活
動
と
し
て
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
は
︑
踏
切
通
過

時
の
事
例
に
つ
い
て
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
向
け
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
︒

　

ま
と
め
と
し
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
①
踏
切
手
前
で

は
必
ず
一
時
停
止
し
︑
列
車

が
接
近
し
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
②
踏
切
を
通

る
時
は
法
律
や
交
通
規
制
を

守
り
無
理
に
進
入
し
な
い
こ

と
︱
︱
な
ど
を
求
め
て
い
る
︒

同
分
析
集
の
内
容
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
同
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
可
能
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑﹁
踏
切
事
故
は

多
数
の
負
傷
者
が
出
る
恐
れ

が
あ
り
︑
特
に
︑
大
き
く
︑

重
量
の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
が
鉄

道
車
両
と
衝
突
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
は
大
惨
事
に
繋

が
る
﹂
と
し
て
︑
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

適
正
運
賃
・
料
金
を
収
受
で
き
て

い
な
い
運
送
事
業
者
が
75
％
に

取
引
条
件
改
善
に
向
け
た
課
題
を

抽
出
し
議
論
に
繋
げ
る

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
対
象
に
行
っ
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
下
請
等

中
小
企
業
の
取
引
条
件
の
改

善
に
関
す
る
調
査
﹂
結
果
を

発
表
し
た
（
調
査
結
果
詳
細

６
面
）︒

　

同
調
査
は
︑
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
取
引
条
件

等
に
係
る
実
態
を
調
査
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
︒

主
に
︑
①
適
正
な
運
賃
が
収

受
で
き
て
い
る
か
②
附
帯
作

業
費
︑
待
機
料
金
な
ど
の
収

受
状
況
③
取
引
相
手
か
ら
不

適
切
な
行
為
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
④
取
引
が
書
面

化
で
き
て
い
る
か
︱
︱
な
ど

（
運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資

金
を
別
枠
の
限
度
内
で
融
資

す
る
）
に
つ
い
て
は
︑
同
25

日
に
熊
本
地
震
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑

０
・
９
％
の
金
利
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
次
の
通
り
︑
激
甚

災
害
法
に
基
づ
く
中
小
企
業

支
援
措
置
が
行
わ
れ
る
︒

　

①
中
小
企
業
信
用
保
険
法

の
特
例
（
災
害
関
係
保
証
）

＝
市
町
村
長
等
か
ら
事
業
所

ま
た
は
主
要
な
事
業
用
資
産

に
係
る
罹
災
証
明
を
受
け
た

中
小
企
業
者
に
対
し
て
︑
一

般
保
証
と
は
別
枠
で
保
証
を

実
施
（
借
入
債
務
の
額
の
１

０
０
％
を
保
証
）

　

②
事
業
協
同
組
合
等
の
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る

補
助
＝
都
道
府
県
が
行
う
事

業
協
同
組
合
等
の
災
害
復
旧

事
業
に
係
る
補
助
に
対
し

て
︑
支
援
を
行
う
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は

中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

中
小
企
業
者
へ
の
追
加

支
援
措
置
を
実
施

熊
本
地
震
激
甚
災
害

指
定
を
受
け

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
熊
本

地
震
で
被
災
し
た
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
対
策
を
実

施
す
る
︒

　

ま
ず
︑
熊
本
県
の
日
本
政

策
金
融
公
庫
︑
商
工
中
金
な

ど
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
︒
4
月
15
日
よ
り
実
施

し
て
い
る
災
害
復
旧
貸
付

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
向

け
環
境
対
応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
補
助
事
業
を
実
施

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
４

月
15
日
︑
環
境
対
応
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入
に
対

す
る
補
助
事
業
の
実
施
を
発

表
し
た
（
関
連
１
面
）︒

　

同
補
助
の
申
請
に
あ
た
っ

て
は
︑
新
車
導
入
に
よ
り
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を
確

実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
︑
申

請
の
際
に
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

等
燃
費
改
善
計
画
書
﹂
の
提

出
が
求
め
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

補
助
を
利
用
し
た
事
業
者
に

は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
に
対
し
て
当

該
年
度
お
よ
び
そ
の
後
の
1

年
間
﹁
燃
費
改
善
効
果
及
び

二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
計
算

表
﹂
を
︑
ま
た
︑
年
度
終
了

後
30
日
以
内
に
既
定
の
書
式

に
よ
る
事
業
報
告
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

な
お
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
表

の
通
り
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で

18
回
の
説
明
会
を
開
催
す

る
︒
詳
細
は
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

表  説明会開催予定
開催地 実施日 時間 会場・所在地

札　幌 5月30日（月） 13：30～15：30 （公社）北海道トラック協会

仙　台 5月24日（火） 13：30～15：30 仙台青葉カルチャーセンター

郡　山 5月23日（月） 13：30～15：30 （公社）福島県トラック協会
県中研修センター

埼　玉 5月25日（水） 13：30～15：30 （一社）埼玉県トラック協会

千　葉 5月25日（水） 13：30～15：30 （一社）千葉県トラック協会

東京① 5月17日（火） 13：30～15：30 （一社）東京都トラック協会

東京② 5月31日（火） 13：30～15：30 （公社）全日本トラック協会

神奈川 5月19日（木） 13：30～15：30 （一社）神奈川県トラック協会

新　潟 5月18日（水） 13：30～15：30 （公社）新潟県トラック協会

名古屋 5月23日（月） 13：30～15：30 （一社）愛知県トラック協会

大阪① 5月18日（水） 13：30～15：30 ティ―オージー

大阪② 5月27日（金） 13：30～15：30 ティ―オージー

兵　庫 5月26日（木） 13：30～15：30 （一社）兵庫県トラック協会

広　島 5月19日（木） 13：30～15：30 （公社）広島県トラック協会

高　松 5月20日（金） 13：30～15：30 （一社）香川県トラック協会

博多① 5月19日（木） 13：30～15：30 （公社）福岡県トラック協会

博多② 5月30日（月） 13：30～15：30 （公社）福岡県トラック協会

鹿児島 5月20日（金） 13：30～15：30 （公社）鹿児島県トラック協会

【おことわり】
コラム「食の新旧街道を行く」および「法
令○×クイズ」は紙面の都合によりお
休みしました。 広報室

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
に
向
け
て

テ
ロ
対
策
の
徹
底
と

迂
回
に
ご
協
力
を

　
﹁
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
﹂

は
︑
平
成
28
年
５
月
26
日
㈭

と
27
日
㈮
に
三
重
県
志
摩
市

で
開
催
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
４

月
に
広
島
県
広
島
市
で
開
催

さ
れ
た
外
務
大
臣
会
合
を
皮

切
り
に
︑
関
係
閣
僚
会
合
が

全
国
10
都
市
で
開
催
さ
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
国
土
交
通
省
自
動
車
局

長
か
ら
発
出
さ
れ
た
通
達

﹁
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
等
開

催
に
伴
う
テ
ロ
対
策
の
徹
底

に
つ
い
て
﹂
を
受
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て

テ
ロ
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒
テ
ロ
事
件
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
︑
運
送
事

業
者
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
︒

◆ 

不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
警

察
に
通
報
を
︱
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
行
う
べ
き

テ
ロ
対
策

① 

営
業
所
・
車
庫
内
外
の
巡

回
② 

終
業
後
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
の

徹
底

③ 

車
両
︑
身
分
証
明
書
︑
制

服
等
の
管
理
お
よ
び
盗
難

・
紛
失
時
の
警
察
へ
の
連

絡
の
徹
底

④ 

荷
送
り
人
に
覚
え
が
な
い

な
ど
不
審
な
荷
物
で
あ
る

旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

に
は
︑
荷
物
に
触
れ
な
い

よ
う
注
意
喚
起
す
る
と
と

も
に
︑
荷
物
の
状
態
に
応

じ
︑速
や
か
な
引
き
取
り
︑

警
察
へ
の
連
絡
等
適
切
に

対
応
す
る

⑤ 

営
業
所
等
で
不
審
な
荷
物

を
発
見
し
た
時
は
︑
触
れ

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
︑荷
物
の
状
態
に
応
じ
︑

警
察
へ
の
連
絡
等
適
切
に

対
応
す
る

⑥ 

放
射
性
物
質
等
危
険
物
輸

送
に
お
け
る
安
全
管
理
を

徹
底
す
る

⑦ 

テ
ロ
発
生
時
の
通
報
・
連

絡
・
指
示
体
制
の
整
備
お

よ
び
確
認

平成 28 年熊本地震に関する情報について
　国土交通省や熊本県などの関係機関では、平成 28 年熊本地
震に関して、以下の通り情報提供を行っている。

《国土交通省「熊本県熊本地方を震源とする地震について」》
http://www.mlit.go.jp/saigai/saigai_160416.html

　同地震に関する国交省の対応や、道路情報などについて案内。

《熊本県防災情報》
　http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/
　同地震に伴う道路情報などをマップにて案内。また、県内にお
ける土砂災害での危険箇所マップも掲載している。

《ITS Japan
「平成 28 年熊本地震：乗用車・トラック通行実績情報」》

　http://www.its-jp.org/news_info/25016/
　同地震で震度５以上を観測した地域における通行実績データ
（乗用車・トラックメーカー各社提供）を集約して提供している。

伊勢志摩サミットに伴い
大規模な交通規制を予定

迂回ルートの利用を呼びかけ
　伊勢志摩サミットは、5 月 26 日（木）・27 日（金）の両日、三重県志摩市賢島にお
いて開催される。
　各国の首脳の利用が想定されている中部国際空港から賢島への移動は、会議場直近
までヘリコプターによる移動となることが想定されているが、荒天時には、愛知県と
三重県にまたがって長距離にわたり車列を使用することになるため、車列移動も前提
として、各種対策や警戒警備、広範囲の交通総量対策を実施していく必要がある。
　5 月 25 日（水）～ 28 日（土）にかけて、愛知県や三重県の高速道路（伊勢湾岸自
動車道や東名阪自動車道、伊勢自動車道など）では大規模な交通規制が予定されてい
る。当該地域で運行を実施する運送事業者は警察等の発表する交通規制情報をこまめ
にチェックしていただくとともに、極力東名高速・名神高速、東海環状自動車道や名
古屋第二環状自動車道（名二環）など迂回ルートの通行をお願いしたい。

関連会合開催に伴う
道路規制・交通渋滞予測

　今年 4 月～ 9 月にかけて、伊勢志摩サミット首脳会議と関連会合が日本各地で開
催される。その中で、5 月には 5 つの関連会合が開催される予定である。
　開催地周辺部では、下表のように道路規制や交通渋滞が想定される。開催日程前
後に規制・渋滞が予測されるほか、特に福岡県北九州市で開催されるエネルギー大
臣会合はゴールデンウィーク期間中にもあたるため、高速道路全般で交通混雑の恐
れがあり、注意が必要である。
　なお、道路規制等に係る最新情報については、開催地各県警のホームページなど
をご覧いただきたい。

表 伊勢志摩サミット・関連会合の日程と道路規制・交通渋滞予測
日程 開催地 会合名 道路規制・交通渋滞が

予測されるエリア

5月1日～2日 福岡県北九州市 エネルギー大臣会合

小倉駅周辺（駅北口、リーガロイヤルホ
テルなど）、福岡空港周辺
九州自動車道福岡インターチェンジ（IC）
～小倉東 IC
東九州自動車道苅田北九州空港 IC ～九
州道小倉東 IC

5月14日～15日 岡山県倉敷市 教育大臣会合 倉敷アイビースクエアを中心とした倉敷市
中心部（駅南口、倉敷美観地区など）

5月15日～16日 富山県富山市 環境大臣会合 富山駅周辺（駅南口、県庁、国際会議
場、ANA ホテル、第一ホテルなど）

5月15日～17日 茨城県つくば市 科学技術大臣会合 つくば国際会議場周辺

5月20日～21日 宮城県仙台市 財務大臣・
中央銀行総裁会議

仙台市内（秋保温泉地区、仙台駅西口、
県庁、仙台国際センター、蒲生荒浜地区など）

＊開催地各県警の発表資料を基に作成。
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申
請
書
類
頒
布

５
月
２
日
～
６
月
30
日

Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成

４
月
18
日
～
７
月
14
日

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

窓
口
申
請
受
付

7
月
1
日
～
7
月
14
日

　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

　

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所

は
︑
未
取
得
事
業
所
に
比
べ

て
事
故
の
割
合
が
40
％
以
下

と
な
っ
て
お
り
︑
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
の
安
全
性
が
荷
主
企

業
な
ど
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
︒﹃
安
全
性
﹄
の
視
点

か
ら
優
良
な
事
業
所
と
し
て

評
価
さ
れ
る
た
め
に
︑
Ｇ
マ

ー
ク
を
取
得
し
て
︑
安
全
へ

の
取
り
組
み
に
一
層
磨
き
を

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

な
お
︑﹁
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
﹂（
本
紙
４
月

15
日
号
に
同
制
度
概
要
・
申

と
と
も
に
︑
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
や
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑
認

定
ワ
ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性
優

良
事
業
所
﹂
の
証
と
し
て
︑

認
定
有
効
期
間
内
に
限
り
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
な

ど
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
（
な
お
︑
27
年

度
よ
り
ス
テ
ッ
カ
ー
︑
ワ
ッ
ペ

　

同
認
定
制
度
の
評
価
対
象

は
︑
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
と
特
定
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
事
業
所
（
営
業

所
）︒
申
請
資
格
は
︑
申
請

基
準
日
（
28
年
７
月
１
日
現

請
方
法
を
掲
載
）
の
認
定
を

受
け
る
た
め
に
は
︑
引
越
の

実
運
送
を
行
う
全
て
の
事
業

所
が
Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得
し
て

い
る
こ
と
︑
ま
た
は
取
得
に

準
ず
る
審
査
を
受
け
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
て
い
る
︒
引

越
事
業
者
優
良
認
定
を
申
請

予
定
の
Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得
事

業
所
は
︑
早
期
に
Ｇ
マ
ー
ク

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
︑
注
意
さ
れ
た
い
︒

ン
︑
認
定
証
ケ
ー
ス
の
無
償

交
付
は
終
了
と
な
っ
て
い
る
）︒

　

ま
た
︑
安
全
性
優
良
事
業

所
に
対
し
て
は
︑
次
の
よ
う

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与

さ
れ
る
︒

① 

国
土
交
通
省
＝
違
反
点
数

の
消
去
、
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導

入
、
点
呼
の
優
遇
、
補
助

条
件
の
緩
和
、
安
全
性
優

良
事
業
所
表
彰

② 

全
ト
協
＝
助
成
の
優
遇

③ 

損
害
保
険
会
社
＝
保
険
料

の
割
引

　

安
全
性
優
良
事
業
所
は
全

ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

事
業
所
名
︑
住
所
︑
電
話
番

号
が
公
表
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑

27
年
か
ら
は
掲
載
を
希
望
し

た
認
定
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
お
よ
び
主

な
輸
送
品
目
が
掲
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
︒

在
）
で
︑
①
事
業
開
始
後
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
②

配
置
す
る
事
業
用
自
動
車
の

数
が
５
台
以
上
で
あ
る
こ
と

︱
︱
な
ど
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
︒

　

28
年
度
の
安
全
性
評
価

事
業
の
主
な
変
更
事
項
は

表
２
の
通
り
と
な
っ
て
い

る
︒
な
お
︑
厚
生
年
金
保
険

料
の
納
付
状
況
が
確
認
で
き

る
書
類
に
つ
い
て
は
︑
通
常

は
申
請
事
業
所
ご
と
に
添
付

が
必
要
と
な
る
が
︑
１
事
業

者
に
お
い
て
申
請
事
業
所
が

複
数
あ
る
場
合
︑﹁
事
前
提

出
制
度
﹂
に
よ
り
事
業
者
と

し
て
事
前
に
書
類
を
提
出
す

る
こ
と
で
︑
申
請
事
業
所
の

個
々
の
申
請
書
類
へ
の
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

事
前
提
出
制
度
に
つ
い
て
は

表
３
の
通
り
で
あ
る
︒

　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流

れ
は
図
１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

申
請
書
類
は
︑
５
月
２
日

～
６
月
30
日
（
土
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）
の
間
︑
当
該

事
業
所
が
所
在
す
る
都
道
府

県
の
地
方
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関
（
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
で

入
手
で
き
る
︒

　

ま
た
︑
４
月
18
日
～
７
月

14
日
の
期
間
︑
申
請
書
・
自

認
書
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
作
成
で

き
る
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成

シ
ス
テ
ム
﹂
が
運
用
さ
れ
て

い
る
（
ア
ド
レ
ス
は
５
面
別
掲

の
通
り
）︒
同
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
作
成
し
た
申
請
書
に

よ
る
申
請
は
無
料
と
な
る

が
︑
複
写
式
申
請
書
に
よ
る

申
請
に
は
申
請
料
（
１
０
０

０
円
・
税
込
み
）
が
必
要
と

な
る
︒

　

申
請
に
際
し
て
は
︑
5
面

別
掲
の
通
り
︑
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
た
上
で
︑
事
業
所
が

所
在
す
る
都
道
府
県
の
地
方

貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
（
都
道
府
県
ト

協
）
の
受
付
窓
口
に
７
月
１

日
～
７
月
14
日
（
同
）
の
間

に
申
請
書
類
を
提
出
す
る
︒

な
お
︑
郵
送
に
よ
る
申
請
は

一
切
認
め
ら
れ
な
い
︒

　

ま
た
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
申
請

書
を
作
成
し
た
場
合
で
も
︑

従
来
通
り
地
方
実
施
機
関
の

窓
口
に
申
請
書
類
等
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
︑
注

意
さ
れ
た
い
︒

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
②
事
故

や
違
反
の
状
況
③
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
極
性
︱
︱

の
３
項
目
に
つ
い
て
安
全
性

評
価
委
員
会
か
ら
評
価
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
︒
３
項
目

の
合
計
点
数
80
点
以
上
で
︑

各
評
価
項
目
に
お
い
て
設
け

ら
れ
て
い
る
基
準
点
数
を
ク

リ
ア
し
︑
そ
の
他
の
認
定
要

件
も
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
︑

﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂
と

し
て
認
定
さ
れ
る
︒
評
価
結

果
は
︑
各
申
請
事
業
所
に
対

し
て
28
年
12
月
中
旬（
予
定
）

に
郵
送
に
て
通
知
さ
れ
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ
い

て
は
表
４
の
通
り
で
あ
る
︒

な
お
︑
今
年
度
の
更
新
対
象

事
業
所
に
対
し
て
は
更
新
案

内
通
知
を
郵
送
し
て
い
る
の

で
︑
更
新
を
希
望
す
る
事
業

所
は
︑
通
知
内
容
を
確
認
の

上
︑
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
申
請
手
続
き
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
申
請
案
内
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
参
照
の
こ
と
︒

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
28
年
度

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）」
実
施
概

要
を
発
表
し
た
。

　

今
年
度
の
申
請
に
関
す
る
大
き
な

変
更
点
と
し
て
、
申
請
書
類
に
「
厚

生
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況
が
確
認

で
き
る
書
類
」
の
添
付
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
事
業
の
開
始
か
ら
14
年
目
を
迎

え
、
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
は
28
年
３
月
時
点
で
２

万
２
２
４
２
事
業
所
と
な
っ
た
。
全

ト
協
で
は
本
年
度
の
申
請
件
数
を
、

前
年
度
（
８
１
５
３
件
）
よ
り
１
５

０
０
件
多
い
約
９
６
０
０
件
と
予
測

し
て
い
る
。

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
者
数
の
拡
大

に
伴
い
、
荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者

に
対
し
て
高
い
安
全
性
を
示
す
Ｇ
マ

ー
ク
の
さ
ら
な
る
認
知
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｇマークは「安全性」の証

24 25 26 272322212019181716平成15

24 25 26 272322212019181716平成15

認定事業所の車両台数の推移

認定事業所数の推移

（年）
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 表１   認定事業所数および認定事業所の車両台数の推移

「安全性優良事業所」認定のシンボルマークは、
高評価を得た事業所にのみ与えられる『安全性』
の証です。
『G』の由来はGood「良い」、Glory「繁栄」の
頭文字「G」を取ったものです。

次の3項目を点数化し評価

認定要件

1）上記①～③の評価点数の合計が80点以上
2）上記①～③の各評価項目において上記の基準点数以上
3）法に基づく認可申請、届出、報告事項が適正になされていること
4）社会保険等への加入が適正になされていること

安全性に対する
法令の遵守状況

・地方実施機関の巡回指導結果
・運輸安全マネジメント取組状況

事故や違反の状況 ・重大事故・行政処分の状況

安全性に対する
取組の積極性

①

②

③ ・安全対策会議の実施、運転者の
教育などの取組の自己申告事項

（事業所単位）申請希望事業者

（都道府県トラック協会）
地方実施機関

全国実施機関 
（全日本トラック協会）

評価項目

（配点40点）
（基準点数32点）

（基準点数21点）

（基準点数12点）

（配点40点）

（配点20点）

認定・公表

申請資格
要　　件

申請書、添付資料送付

事業開始後（運輸開始後）3年を経過していること、
配置する事業用自動車の数が５台以上であること等

 安全性評価委員会

安全性優良事業所

申　　請

 図１   申請から認定までの流れ

 表４   安全性優良事業所の有効期間

▶新規認定事業所（平成28年度認定）
 平成29年1月1日～30年12月31日（2年間）
▶初回更新事業所（前回26年度認定）
 29年1月1日～31年12月31日（3年間）
▶2回目（前回25年度認定）・3回目（前回24年度認定）・

4回目（前回24年度認定）更新事業所
29年1月1日～32年12月31日（4年間）

 表２   平成28年度貨物自動車運送事業
安全性評価事業の主な変更事項

◆厚生年金保険料の納付状況が確認できる書類を申請書類に添付
　確認対象：平成28年4月分または平成28年5月分の厚生年金保険料
　提出書類： 申請する事業者として納付状況が確認できる次の（1）～（3）のいずれ

かの書類
　（1）納付方法による下表 A ～ C のいずれかの書類

納付方法 提出書類

Ａ 金融機関の窓口納付 金融機関の領収印が押印された納付書の写し

B 口座振替

次の①～②のいずれかの書類
①保険料領収済通知書
② 納入告知書の写しおよび保険料の納付が確認できる書

類（ネットバンキング振込明細や通帳の写しなど）

C Pay-easy（電子納付） 納入告知書の写しおよび保険料の納付が確認できる書類
（ネットバンキング振込明細や通帳の写しなど）

　（2）社会保険料納入証明書の写し
　（3）社会保険料納入確認書の写し

今
年
度
か
ら
厚
生
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況
が

確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必
要
に

制
度
︒
平
成
15
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
︑
27
年
度
ま
で
に

２
万
２
２
４
２
事
業
所
（
全

事
業
所
の
26
・
５
％
）を﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂（
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
）
と
し
て
認
定

し
て
い
る
︒（
表
１
）

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

Gマーク申請に係る熊本県内の事業者に対する特例措置
　「平成 28年熊本地震」を受けて、熊本県全域（全 45市町村）の事業所につい
ては、①申請受付期間を２か月先送りする②巡回指導による法令の遵守状況等の
評価項目の確認が困難な事業所に対しては、有効期間の伸長を行う――などの
特例措置を講じる。なお、詳細については、全日本トラック協会ホームページ等
に決定次第公開する。

平成28年度貨物自動車運送事業安全性評価事業の制度紹介

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所
の

高
い
安
全
性
が
広
く
評
価
さ
れ
る

申
請
書
作
成
は
申
請
料
無
料
の

「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」

事
故
率
は
未
取
得
事
業
所
の
40
％
以
下

 表３   厚生年金保険料の納付状況が確認
できる書類の事前提出制度について

１．事前提出の受付期間…平成 28 年 6 月 1 日～ 6 月 27 日
２． 提出書類…平成 28 年 4 月分または平成 28 年 5 月分における厚生年金保険

料の納付状況が確認できる書類（ 表２ 参照）
３． 提出方法…送信先メールアドレス（gmark@jta.or.jp）宛てに必要事項を記入し、

提出書類をファイル添付の上、メールにて送信する。
※ 事前提出する際には、同一事業者から重複して提出することのないよう、事業

者内での調整をお願いいたします。
※ 事前提出制度の詳細は全ト協ホームページに掲載していますので、ご確認くだ

さい。



第2061号（第3種郵便物認可）平成28年（2016年）5月1日（5）

平成28年度貨物自動車運送事業安全性評価事業「申請書作成および申請方法」（4面に関連）

申請書作成システムは申請書が無料で作成できます。

申請書印刷
登録が完了すると
安全性評価申請書を自動作成
（PDFファイルにて作成）

全ト協ホームページに
アクセス

①ログイン登録手続き（※）

インターネット

②申請書情報入力

申請書（本通・控え計４部）、
自認書（申請方式による）を印刷

※Web 申請書作成システムのメインメニューに「入力マニュアル」（PDF ファイル）を用意していますのでご利用下さい。

Ｇマーク
Web申請書
作成ページ

システム稼働期間は平成28年4月18日（月）～平成28年7月14日（木）まで
※誤って申請書実費を振り込んだ場合は、返金できませんのでご注意下さい。

無料で申請書が
作成できます。

全ト協
データベース
サーバー

Ｗeb申請書作成システム　https://gmark.jta.or.jp/gmark/

第1号様式
（新規用）

第6号様式
（更新用）

複写式申請書による申請には申請書の実費（1,000円（税込み））を収受します。

地方実施機関窓口で
申請書を取得

必要事項を手書き記入

郵便局で実費の支払い

申請書実費の振込期間は平成28年5月2日（月）～平成28年7月14日（木）まで

5 5 0 2 9 6
5 5 0 2 9 6

申請書実費　１,０００円

000 0000
●●県●●市●●町０丁目 0-0
●●運輸株式会社
●●●営業所
役職　●● ●●

000  000  0000

1 0 0 0
公益社団法人
全日本トラック協会

公益社団法人
全日本トラック協会

1 0 0 0
●●運輸株式会社
●●●営業所
 役職 ●● ●●

00190 ０00190 ０

※振り込まれた申請書実費は返金できませんのでご注意下さい。

払込取扱票への記入事項

①口座記号：00190－0
口座番号：550296
金　　額：1,000円
加入者名：公益社団法人 全日本トラック協会

②通　信　欄：申請書実費 1,000円

③ご依頼人：申請書に記載した「郵便番号」
　　　　　「住所」「会社名　営業所名」
　　　　　「役職　氏名」「電話番号」
　　　　　を記入して下さい。

① ①

②

③

※支払手数料はご負担願います。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。 ①申請者 控

（第６号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書（更新）

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

7月1日現在の認定番号

評価の希望の有無
（いずれかを○で囲んで下さい）

選択方式
（A～E）

安全性に対する
取組の積極性
希望する
・

しない

法令の遵守状況

希望する
・

しない前回の申請方式（いずれかを○印）

新規 ・ 更新（　　）方式

初・
更新申請用

（  ）

①申請者 控

（第１号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

新規申請用

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。

その他
資料

第1号様式又は第6号様式
（本通・控え計4部）

振替払込請求書
兼受領証のコピー
（第６号様式）

（第６号様式）

（第６号様式）

（第１号様式）

（第１号様式）

（第１号様式）

①申請者 控

（第１号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

新規申請用

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。 ①申請者 控

（第６号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書（更新）

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

7月1日現在の認定番号

評価の希望の有無
（いずれかを○で囲んで下さい）

選択方式
（A～E）

安全性に対する
取組の積極性
希望する
・

しない

法令の遵守状況

希望する
・
しない前回の申請方式（いずれかを○印）

新規 ・ 更新（　　）方式

初・
更新申請用

（  ）

「Web申請書作成システム」で作成した申請書による申請【無料】 「複写式申請書」による申請【申請書実費 1,000 円（税込み）】

※注意事項
　申請書実費を支払った際の振替
払込請求書兼受領証のコピーがな
いと受付できません。
　申請受付期間中に、受付されな
かった申請は、無効となります。

その他
資料

Web申請書
（本通・控え計４部）

Web申請書

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

※注意事項
　web での申請書作成後、必ず所
属する実施機関において受付手続
きが必要となります。
　申請受付期間中に、受付されな
かった申請は、無効となります。

申請受付、受付印押印

地方適正化実施機関

受付完了受付完了

※更新対象事業所
は、事前に「更
新のご案内」の
ハガキにて、ロ
グイン用の IDと
パスワードを案
内しています。

郵便局に備え付けの払込取扱票で申請
書実費（1,000円税込み）を振込み、
振替払込請求書兼受領証を受け取る。

郵便局で発行された
振替払込請求書兼受領証
（※ATMを利用した場合
は「ご利用明細票」）をＡ
4用紙でコピーし、複写式
申請書に添付する。

　

岐
阜
県
山
県
市
に
本
社
を

構
え
る
㈱
高
富
運
輸
（
宇
野

睦
代
表
取
締
役
）
は
︑
鶏
︑

豚
︑牛
肉
を
中
心
に
︑麺
類
︑

鶏
卵
︑
食
品
雑
貨
な
ど
に
つ

い
て
︑
冷
蔵
・
冷
凍
車
両
を

使
用
し
徹
底
し
た
温
度
管
理

を
施
し
た
食
品
輸
送
と
︑
自

動
車
部
品
︑
ア
ル
ミ
製
品
︑

鋳
物
な
ど
一
般
貨
物
輸
送
の

２
本
を
業
務
の
柱
と
し
て
い

る
︒

　

同
社
の
売
り
上
げ
の
６
割

を
占
め
る
食
品
輸
送
は
︑
特

に
食
肉
輸
送
を
得
意
分
野
と

し
︑
岐
阜
県
︑
愛
知
県
︑
三

重
県
の
東
海
３
県
を
メ
イ
ン

に
︑
ま
た
︑
一
般
貨
物
は
全

国
を
輸
送
範
囲
と
し
て
い
る
︒

　

昭
和
45
年
の
創
業
当
初

は
︑
食
品
関
係
の
荷
主
を
限

定
し
た
特
定
免
許
で
あ
り
︑

一
般
区
域
免
許
へ
の
移
行
は

昭
和
63
年
︒
以
来
︑
順
調
に

中
核
業
務
で
あ
る
食
品
輸
送

で
発
展
を
続
け
な
が
ら
一
般

貨
物
輸
送
へ
と
業
務
を
拡
大

し
て
き
た
︒

◎ 

よ
り
運
送
事
業
に
適
し
た

Ｇ
マ
ー
ク
を
導
入

　
﹁
弊
社
は
︑
地
域
物
流
の

担
い
手
と
し
て
高
品
質
で
安

全
・
環
境
に
配
慮
し
た
輸
送

を
実
現
す
る
た
め
に
︑
全
社

員
が
一
丸
と
な
っ
て
﹃
ハ
ー
ト

フ
ル
＆
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
﹄
の

精
神
で
業
務
を
遂
行
し
て
き

ま
し
た
︒
実
父
で
あ
り
創
業

者
で
あ
る
故
宇
野
實
雄
か
ら

平
成
16
年
に
事
業
を
受
け
継

ぎ
︑
実
弟
で
あ
る
宇
野
公
章

専
務
と
と
も
に
会
社
を
切
り

盛
り
し
て
き
ま
し
た
︒
先
代

か
ら
受
け
継
い
だ
荷
主
企
業

か
ら
の
信
頼
を
大
切
に
し
な

が
ら
︑
会
社
を
さ
ら
に
企
業

と
し
て
成
長
さ
せ
る
た
め
に

は
︑
組
織
と
し
て
成
長
す
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
︑

専
務
と
と
も
に
そ
の
方
策
を

探
り
ま
し
た
﹂（
宇
野
社
長
）

　

宇
野
社
長
が
16
年
当
時
打

ち
出
し
た
の
は
︑
主
に
製
造

業
で
認
証
取
得
が
進
ん
で
い

た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
へ
の
取
り

組
み
だ
っ
た
︒
荷
主
企
業
で

の
取
得
が
活
発
化
し
て
い
た

当
時
︑
こ
の
動
き
に
呼
応
し

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
し
て
も
取
得
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
た
︒

﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証

取
得
を
決
め
︑
す
で
に
取
得

し
て
い
る
荷
主
企
業
に
相
談

す
る
と
︑
相
談
相
手
の
多
く

は
﹃
製
造
業
に
は
向
く
も
の

の
︑
運
輸
業
に
と
っ
て
の
メ
リ

ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
﹄
と

い
う
答
え
で
し
た
︒
取
り
組

み
始
め
た
は
い
い
が
︑﹃
難
し

い
﹄︑ま
た﹃
費
用
も
か
か
る
﹄

と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
の
﹃
Ｇ
マ
ー
ク
﹄
の
存
在

を
知
り
︑
社
長
と
相
談
し
︑

Ｉ
Ｓ
Ｏ
よ
り
も
運
輸
業
に
効

果
が
期
待
さ
れ
る
Ｇ
マ
ー
ク

の
取
得
に
方
針
を
転
換
し
ま

し
た
﹂（
宇
野
専
務
）

◎ 

取
り
組
む
途
中
で
メ
リ
ッ
ト

を
実
感

　

同
社
の
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
へ

の
道
の
り
は
︑
比
較
的
緩
や

か
だ
っ
た
と
い
え
る
︒
Ｉ
Ｓ

Ｏ
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た

ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

申
請
に
必
要
な
書
類
等
の
整

理
も
進
ん
で
い
た
た
め
順
調

だ
っ
た
が
︑
あ
せ
ら
ず
に
確

実
な
歩
み
を
進
め
た
こ
と
か

ら
︑２
年
が
か
り
と
な
っ
た
︒

そ
の
最
大
の
理
由
が
教
育
・

研
修
な
ど
の
記
録
と
保
存
に

時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
だ
︒

　

10
年
に
新
社
屋
を
設
け
た

時
︑
先
代
の
英
断
で
同
社
の

２
階
と
３
階
に
研
修
室
を
完

備
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑

教
育
環
境
は
整
っ
て
い
た
︒

し
か
し
︑
多
種
多
様
な
荷
姿

の
食
肉
︑
ま
た
多
岐
に
わ
た

る
荷
主
先
を
扱
う
同
社
と
し

て
は
︑
そ
れ
を
担
う
ド
ラ
イ

バ
ー
の
勤
務
体
系
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
︑
研
修
施
設
と
い

う
器
は
あ
っ
て
も
︑
そ
の
活

用
は
厳
し
か
っ
た
︒
当
然
︑

個
別
の
業
務
ご
と
の
指
導
・

教
育
は
︑
施
設
も
活
用
し
充

実
し
た
も
の
だ
っ
た
が
︑
記

録
・
保
存
す
る
よ
う
な
形
式

で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
︒

　
﹁
も
し
︑
弊
社
の
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
へ
の
最
終
ゴ
ー
ル
が
﹃
マ

ー
ク
を
も
ら
う
こ
と
﹄
で
あ

れ
ば
︑
形
だ
け
の
会
議
を
開

け
ば
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑﹃
組
織

を
変
え
る
﹄﹃
会
社
を
皆
で

良
く
す
る
﹄
と
い
う
目
標
の

下
︑
認
定
の
目
的
を
全
社
員

に
表
明
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
︑
形
だ
け
で
は
意
味
が
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
︒
業

務
上
︑
食
品
輸
送
に
つ
い
て

は
︑
３
６
５
日
︑
24
時
間
休

み
が
な
く
︑
全
社
員
が
一
斉

に
集
合
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
す
︒
そ
の
た
め
︑
根
気
強

く
複
数
回
に
わ
た
っ
て
︑
全

社
員
に
教
育
・
指
導
す
べ
き

こ
と
を
伝
達
す
る
研
修
会
・

講
習
会
を
粘
り
強
く
続
け
て

き
ま
し
た
︒
そ
の
甲
斐
も
あ

り
︑
準
備
段
階
の
過
程
で
大

小
を
問
わ
ず
に
貨
物
事
故
な

ど
が
減
少
を
続
け
︑
認
定
を

前
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
ま
し
た
﹂（
同
）

　

現
在
で
は
︑
毎
月
４
回
に

分
け
て
︑
定
期
的
に
社
内
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
社
員
教

育
を
徹
底
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

外
部
講
師
も
呼
び
︑
様
々
な

知
識
を
習
得
さ
せ
て
社
員
の

意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
︒

　
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
は
︑
荷
主
や

取
引
先
な
ど
か
ら
の
要
請
で

取
得
し
た
会
社
も
多
い
と
聞

き
ま
す
︒
弊
社
で
も
︑
荷
主

企
業
か
ら
﹃
Ｇ
マ
ー
ク
と
い

う
制
度
が
あ
る
そ
う
だ
が
︑

ご
存
じ
か
﹄
と
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
の
際
は

﹃
弊
社
も
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
﹄
と
答
え
ま
し
た
が
︑

認
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

ら
ど
う
だ
っ
た
の
か
︑
悪
い

結
果
を
想
像
す
る
時
も
あ
り

ま
す
︒
ま
た
︑
最
近
は
公
共

事
業
系
の
業
務
や
︑
大
手
荷

主
企
業
の
取
引
条
件
や
入
札

条
件
で
︑
Ｇ
マ
ー
ク
が
必
須

で
あ
る
な
ど
運
送
事
業
者
を

選
択
す
る
基
準
に
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
︒
今
︑
Ｇ

マ
ー
ク
が
運
送
事
業
者
選
び

の
新
た
な
基
準
と
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
﹂（
同
）

◎ 

高
い
安
全
意
識
と
知
識
が

併
せ
も
つ
行
動
力

　

認
定
を
受
け
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
︑﹁
会
社
が
変
わ
っ
た
こ

と
﹂﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意

識
が
変
わ
っ
た
こ
と
﹂
な
ど

を
挙
げ
る
同
社
だ
が
︑
幹
部

は
先
日
︑
あ
る
光
景
を
目
に

し
た
と
い
う
︒

　
﹁
構
内
で
の
軽
微
な
接
触

事
故
で
し
た
が
︑
ド
ア
を
擦

っ
た
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま

し
た
︒
当
然
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
管
理
者
に
報
告
が
あ

り
︑
再
発
防
止
対
策
が
講
じ

ら
れ
ま
し
た
が
︑
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
故
当
事
者

に
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
︒

仲
間
内
で
自
主
的
に
事
故
を

防
ご
う
と
す
る
意
識
が
︑
い

ず
れ
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

大
き
な
事
故
の
芽
を
摘
む
の

だ
と
思
い
ま
す
︒
一
人
ひ
と

り
が
安
全
に
対
す
る
高
い
意

識
を
も
た
な
け
れ
ば
事
故
は

減
り
ま
せ
ん
︒
些
細
な
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
︑
そ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
﹃
意
識

が
変
わ
っ
た
﹄と
感
じ
ま
す
﹂

（
同
）

　　

Ｇ
マ
ー
ク
の
存
在
自
体
が

影
響
す
る
例
も
あ
る
︒
同
社

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
Ｐ
Ｒ
対
策
と
し
て
推
進
し

て
い
る
﹁
安
心
の
証
し
︑
Ｇ

マ
ー
ク
︒﹂
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
協
力
︒
目
立

つ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
当
初
抵
抗
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
︑﹁
事
故
が
な
い
の

は
当
た
り
前
︑
最
高
の
マ
ナ

ー
で
乗
車
し
て
ほ
し
い
﹂
と

同
車
専
属
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
指
示
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
常
に
人
命
を
尊

重
し
安
全
運
転
を
心
が
け
て

い
る
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を

認
定
す
る
﹁
優
良
ド
ラ
イ
バ

ー
認
定
制
度
﹂
を
26
年
度
に

創
設
し
た
︒

　
﹁
弊
社
で
も
同
制
度
の
趣

旨
に
賛
同
し
︑
無
事
故
の
誇

り
と
模
範
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
認
識
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
に
︑
推
薦
し
認
定
を
受

け
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い

ま
す
︒
岐
阜
県
ト
協
と
岐
阜

県
警
察
本
部
が
連
携
し
創
設

し
た
こ
の
制
度
は
︑
全
国
的

に
も
初
の
試
み
で
も
あ
り
︑

Ｇ
マ
ー
ク
と
と
も
に
弊
社
ひ

い
て
は
業
界
の
誇
り
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

◎ 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
デ
ジ
タ
コ
・
ド

ラ
レ
コ
を
導
入

　

24
年
１
月
に
︑
全
車
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
付
き
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ

ラ
フ
を
装
着
︒
こ
れ
に
よ
り

ト
ラ
ッ
ク
の
現
在
地
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
︑
荷

物
が
今
ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
︑

荷
主
の
要
望
に
即
応
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
︒ま
た
︑

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
と
も
連

動
さ
せ
︑
労
務
管
理
や
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
運
行
評
価
を
細

か
く
行
い
︑
安
全
運
転
で
環

境
に
も
配
慮
し
た
安
全
な
輸

送
を
心
が
け
て
い
る
︒ 

　

導
入
時
に
は
︑
社
員
に
厳

し
す
ぎ
る
と
い
わ
れ
た
が
︑

﹁
自
分
と
会
社
を
守
る
武
器
﹂

（
宇
野
社
長
）
と
丁
寧
に
説

明
し
︑
全
車
両
に
導
入
︒
大

幅
な
燃
料
費
削
減
効
果
が
あ

り
︑
事
故
防
止
と
相
乗
効
果

を
生
み
︑
燃
費
改
善
費
用
は

頑
張
っ
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
に
給
与
で
還
元
し
た
︒

　

同
社
の
規
定
で
は
︑
車
両

速
度
を
一
般
道
路
で
は
法
定

速
度
ま
で
︑
ま
た
高
速
道
路

で
は
最
高
80
㌔
㍍
ま
で
と
し

て
い
る
︒
こ
こ
で
一
つ
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
︑
４
㌧
車
に
対

し
て
も
︑
80
㌔
㍍
と
設
定
し

た
こ
と
︒
ま
た
︑
さ
ら
な
る

安
全
運
行
確
保
の
た
め
︑
４

㌧
車
に
も
１
０
０
㌔
㍍
で
リ

ミ
ッ
タ
ー
が
作
動
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒

◎ 

自
分
た
ち
が
造
り
上
げ
た

こ
と
へ
の
評
価

　
﹁
こ
れ
か
ら
︑
少
子
・
高

齢
化
が
進
行
し
︑
人
材
不
足

が
本
格
化
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
は
︑
人
材
が
い
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
業
種
で
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間
労
働

を
強
い
る
よ
う
な
旧
態
依
然

の
経
営
で
は
︑
生
き
残
り
は

難
し
い
と
い
え
ま
す
︒
こ
の

現
状
を
︑
少
し
で
も
い
い
方

向
に
変
え
て
い
く
仕
組
み
を

も
っ
て
い
る
の
が
Ｇ
マ
ー
ク
と

捉
え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
こ

れ
は
特
別
な
こ
と
を
求
め
て

い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

法
令
通
り
に
事
業
を
真
面
目

に
営
ん
で
い
れ
ば
︑
第
３
者

か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
ご
褒

美
の
よ
う
な
も
の
で
す
︒
ど

う
か
︑﹃
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
目
的
﹄
で
は
な
く
︑
認

定
を
受
け
る
プ
ロ
セ
ス
で
︑

ま
た
︑
認
定
︑
更
新
を
継
続

し
て
い
く
過
程
で
︑
実
感
と

し
て
﹃
会
社
が
変
わ
っ
た
﹄

と
い
う
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
﹂

（
宇
野
社
長
︑
宇
野
専
務
）

　

４
月
18
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
が

始
ま
り
、
５
月
２
日
の
申
請
書
類
頒
布

開
始
か
ら
、
平
成
28
年
度
の
「
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
が

本
格
的
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
を
受
け
て
い
る
事
業
所
を
訪
問
し

て
、
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
取
材
し
た
。

　

今
号
は
、
企
業
の
組
織
化
と
社
内
の

安
全
に
対
す
る
さ
ら
な
る
意
識
高
揚
の

た
め
、
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
に
取
り
組
み
、

20
年
度
に
初
回
認
定
を
果
た
し
、
更
新

２
回
を
経
た
株
式
会
社
高
富
運
輸
（
宇

野
睦
代
表
取
締
役
）
を
紹
介
す
る
。

Ｇマーク認定事業所紹介
特 集

㈱高富運輸 
［代表取締役　宇野 睦］

本　　社　岐阜県山県市大桑東川
　　　　　65-1
設　　立　昭和54年７月
資  本  金　1,000万円
従業員数　66人
車  両  数　58台

会社概要

「
会
社
を
変
え
る
」
有
効
な
ツ
ー
ル

認
定
を
受
け
続
け
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

株
式
会
社
高
富
運
輸
（
岐
阜
・
山や

ま
が
た県
市
）

同社駐車場へ掲示される予定の看板

同社では車両にGPS（全地球測位システム）付きドラ
レコを搭載して動態管理を実施している㊤、ミーティン
グで活用される研修室㊦

宇野 睦
代表取締役

宇野 公章
専務取締役

交
通
共
済
の
巡
回
カ
ー
を
活
用
し

て
適
性
診
断
を
実
施
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取引条件改善に向けた課題

＜適正な運賃・料金の収受に関して＞

＜契約の書面化に関して＞
○適正な運賃・料金収受のため、荷主・元請へ契約書面化を要請することが重要
○契約書面化を導入できる環境を作ることが重要

○取引相手である荷主・元請と交渉を行うことが重要
○交渉しても荷主・元請から不利益を被らない環境を作ることが重要
○多層構造により仲介手数料が数次にわたり取られており、適正な運賃・料金収受の妨げの一因になっている

トラック運送事業者　1,250 者（（公社）全日本トラック協会を通じて依頼）
735者（回収率 58.8％）
平成 28年 2月 1日（月）～2月 19日（金）

対 象 者 数：
有効回答数：
調 査 期 間：
質 問 事 項：

回答者の属性

地 域

下請の状況

車両台数

適正運賃・料金を100％収受できている（25％）

一部でも収受できていない（75％）

適正な運賃・料金が収受できている事業者の取り組み

運
賃
・
料
金
が
収
受
で
き
な
い
理
由

収
受
で
き
な
い
場
合
の
対
応

①適正な運賃が収受できているか
②附帯作業費、待機料金などの収受状況
③取引相手から不適切な行為がなされたことがあるか
④書面化できているか　等

○回答者 735者のうち、80％（589者）は何らかの業務を下請に降ろしている。

全体（n=735）

北海道
（％） （％）

左記の行為をされたことが
あると回答した事業者の割合

○荷主都合による荷待ち待機をさせられたが、費用の支払いがない
○燃料高騰分の費用を収受できていない
○運送契約の書面化ができていない
○適正運賃・料金の収受ができていない
○検品や商品の仕分け等の附帯作業をさせられたが、費用の支払いがない
○無理な到着時間の設定
○高速道路利用を前提とした時間指定がされているが、高速道路料金の支払いがない
○原価を考慮せずに一方的に運賃を決定された
○契約後に運送費を値引きされたり、契約にない付加的な運送を強いられた
○運送費の支払遅延
○取引相手や関係会社の物品の購入強制
○理不尽な損害賠償の負担
○無理な要求を断ったことによる取引停止

 83.6％
78.9％
74.3％
70.5％
58.5％
45.2％
43.3％
26.7%
13.7％
11.4％
9.8％
9.5％
5.7％

不適切な行為の実態

適正運賃・料金の収受状況

調査の概要 書面化の状況（実運送を自社で担っている取引）

0 20 40 60 80 100

全体（n=735）

0 20 40 60 80 100

東北 関東 北陸信越 中部 近畿 中国 四国 九州・沖縄

書面化の比率 （書面化実施取引数／全取引数）

100％書面化
できている
事業者の割合

取扱手数料の割合（％）取扱手数料の金額（円）

下請事業者からの手数料の収受方法

真荷主から見た受注の立場

書面化要請の有無

※トラック輸送状況の実態調査結果（平成 27年国土交通省）概要　抜粋

（n=515）

（n=675）
76.4％

0％

10％以下

10％超～20％

20％超～30％

30％超～40％

40％超～50％

50％超～60％

60％超～70％

70％超～80％

80％超～90％

90％超～100％未満

100％

（％）

（％）

0 20 40 60 80 100

運賃に含んで収受している 運賃とは別に実費収受している 収受していない

10台以下 11～20台 21～30台 31～50台 51～100台 101～300台 301台以上

○適正な運賃・料金を収受できている事業者のうち約
６割の事業者が取引先に運賃・料金の引き上げ交渉
を実施していた。

○約５割の事業者が「元請トラック事業者が仲介手数
料を取りすぎている」と回答。

○約４割の事業者が「荷主等から不利益を被る恐れが
あり、運賃・料金の引き上げ交渉ができないため」
と回答。

○収受できない場合には、設備投資（車両の買い換え
等）や人件費の抑制により対応。

要請していない理由

発注者の立場

受注者の立場

○荷主の理解が得にくい
○取引相手の担当部署の責任者が嫌がるため
○長年の取引上の慣例から、そのままの状態
○スポット取引で継続的な荷主でないため
○運行内容が様々なため、様式の統一が困難

○真荷主からみて１番目～３番目での受注が多い。
○運賃額に対する比率で手数料を収受しているものが
多い。

○手数料の比率は、1取引あたり「運賃額の 5％～8％」
が最も多い（43.5％）

○運賃の 10％超の手数料を取る事業者も存在する。
（17.1％）
○定額では、1取引あたり「1,000 円～2,000 円」
「2,000 円～3,000 円」が多い。

○書面化している事業者ほど、荷役料金を収受できて
いる割合が高い

設備投資の抑制

人件費の抑制

その他

元請が手数料を取りすぎ

運賃・料金の
引き上げ交渉実施

64.0％

無回答
3.5％特に交渉は

行っていない
32.4％

荷主等から不利益を被る
恐れがあり、交渉できない

交渉をどのようにすれば
良いかわからない

取引先の経営状況が厳しいため

入札方式導入で、運賃・料金が
低く据え置かれている
定期的に継続して運賃の
引き下げ要請がある

0 20 40 60

（％）

（％）

51.5

43.5

29.9

18.4

14.0

6.4

1 番目

書面化している

5番目以降

無回答

4番目

3番目

2番目

0 20 40 60 80 100
（％）

10.1

16.6

41.4
67.9

84.9

9.5

0 20 40 60 80

71.9

47.5

21.0

○「書面化ができていない取引がある」と回答した事業者は 76.4％。
○そのうち、「荷主・元請に対して書面化の要請はしていない」と回答した事業者は 66.1％。

（複数回答、n=735）

（n=61） （n=422）

（n=589）

7.6 11.6 19.9 11.8 13.5 8.7 17.818.627.517.0

4.7 5.8 4.9 5.8 9.0 5.8 10.1 12.9 9.5 4.1 23.63.9

14.3

4.1
0.7

6.9 8.4 11.6 参考

口頭で依頼

事前連絡なし

0 20 40 60 80 100

68.2

50.1

18.9

28.8

46.1

80.5

3.0

3.9

0.7

要請した
20.7％

要請していない
66.1％

定額と答えた
回答者
▼

その他の方法
4.1％

0～5％
（24.3％）

5～8％
（43.5％）

8～10％
（12.6％）

10～30％
（17.1％）

無回答
（0.9％）

0％
（0.9％）

無回答
13.9％

定額
10.4％

運賃額に対する比率
71.6％

運賃額に対する比率と答えた
回答者
▼

無回答
13.2％

無回答（1.6％） 0円
（1.6％）

0円～1,000 円
（16.4％）

1,000～2,000 円
（27.9％）

2,000～3,000 円
（22.9％）

3,000～4,000 円
（14.8％）

4,000～5,000 円
（3.3％）

5,000～10,000 円
（8.2％）

10,000 円超（3.3％）

トラック運送業における 下請等中小企業の取引条件の改善 に関する調査結果
国 交 省

（関連記事3面）

＜※端数処理の関係で 100％にならない場合がある＞
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㊤益城町では家屋が路上に倒壊し、通行止めが相次いだ
㊦熊本城もカワラが落下するなど甚大な被害に見舞われた

各
県
の
緊
急
物
資
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
が
出
動
し
た
（
熊
本
県
ト
協
㊤
、
三
重
県
ト
協
㊥
、
佐
賀
県
ト
協
㊦
）

①被災地では、夜を徹しての緊急物資輸送が連日続けられた
② 政府手配貨物の九州での中核集積センターの1つとなるヤマト運輸ロジクロス

福岡久山
③福岡市中央卸売市場青果市場跡地には水を中心に物資が集積された
④日本通運鳥栖流通センターはスルー型の仕分け拠点として活用された
⑤ 熊本県内での物資の受け皿の１つとなった熊本県民総合運動公園陸上競技場

（うまかなよかなスタジアム）から市町村配送拠点へ物資を積み込むトラック
⑥ 熊本市中央区の避難所への物資を配送する拠点となる熊本城二の丸の「桜の

馬場城彩苑」の駐車場。自衛隊と佐川急便が協力して80か所以上の避難所
へ物資を配送した

⑦ 九州自動車道は道路損傷のため植木インターチェンジ（IC）から通行止め。緊
急物資輸送車両と貨物輸送車のみ益城熊本空港ICまでの通行が許可された

▷4月14日 21時26分  熊本県熊本地方で地震発生。マグニチュー
ド6.5（暫定値）、熊本県益城町で震度7を
観測（前震）。

　　　　  21時46分  全日本トラック協会および熊本県トラック協
会が「災害対策本部」を設置。両者で連絡
体制を構築し、情報収集体制を確立。

▷4月15日 02時40分  熊本県ト協が緊急物資輸送車両を手配。
 06時00分  熊本県からの要請を受け、熊本県ト協現地

対策本部から日本通運、熊本旭運輸、内田
陸運に対し緊急物資輸送を要請。積み込み
開始。

 07時00分  熊本県ト協傘下会員事業者に対して、ＦＡＸ
システムによる被害状況調査を開始。

 09時00分  全日本トラック総合会館にて開催の全国専
務理事会連絡会において、テレビ会議システ
ムを用いた現地対策本部と全ト協との緊急
物資輸送に関する情報交換を実施。

▷4月16日 01時25分  熊本県熊本地方で地震発生。マグニチュー
ド7.3（暫定値）、熊本県益城町と西原村で
震度7を観測（本震）。

 08時31分  内閣府緊急災害対策本部より国土交通省に
対し、大阪府の備蓄毛布2万7000枚を熊本
県庁に緊急輸送するよう依頼があったため、
国交省は全ト協に対し当該輸送の手配を依
頼。

▷4月16日   国交省は、被災地が必要とする物資輸送に
ついて、最大限積極的な協力を行うよう、全
ト協に対して文書で指示。

▷4月16日   国交省は、全ト協の協力の下、熊本県等か
らの要請（プル型）による緊急物資輸送を実施。同日は、トラック13台を使用し、日本通運鳥栖流通セ
ンター（佐賀県鳥栖市）から毛布や保存用パン（マフィン）を被災地に向けて輸送した。

▷4月17日   熊本県ト協では、熊本県、日本通運、ヤマト運輸と連携し、緊急物資集積所に物流専門家を派遣。
▷4月18日   熊本県内の物資集積拠点等に熊本県ト協職員を派遣し、支援物資の物流管理などを含めた効率的かつ円

滑な物資輸送にあたる。
▷4月19日   同日までに、大手物流事業者の参画の下に、プッシュ型の支援物資を搬入する体制を確保。食料につい

ては、日本通運鳥栖流通センター（佐賀県鳥栖市）から被災地へ輸送。飲料水その他の品目については、
ヤマト運輸ロジクロス福岡久山（福岡県糟屋郡久山町）から被災地まで輸送する体制が確保された。

▷4月19日   15時現在で、全ト協では約90台のトラックを使用し、毛布約4万8,000枚、飲料水約12万本、カップ麺
約20万食、トイレ約3,000個、パン約22万食などを輸送。また、熊本県ト協では約70台のトラックを使
用し、毛布約3万枚、飲料水約39万本、パン約1万食、おにぎり約1万6,000食、フォークリフト2台など
を輸送。以降も順次緊急物資輸送を実施している。また、他県のトラック協会でも、約100台のトラック
を使用し、毛布約7万枚、飲料水約10万本、簡易トイ
レ約2万基などの輸送を行った。

▷4月19日 15時30分   全ト協坂本克已副会長と福本秀爾理事長が、谷垣禎一
幹事長、二階俊博総務会長、稲田朋美政務調査会長
の自由民主党三役に対し、同地震に係る緊急支援物資
輸送の取り組み状況を報告。国交省武藤浩国土交通審
議官、秡川直也自動車局貨物課長が同席。

 19時30分  全ト協は自民党による熊本県への緊急支援物資輸送に
協力。自民党本部から熊本県の被災地に向け、支援物
資（飲料水500ｍℓ・750本）を積んだ緊急支援物資
輸送トラック（日本通運4トントラック1台）が出発。

▷4月20日   前日までに、政府によるプッシュ型支援第一弾の食料
90万食の発送を完了。同日より第二弾の食料約95万
食、合計約185万食の発送を22日までに完了。

▷4月21日   18時現在で、全ト協では約130台のトラックを使用し、
熊本県内をはじめ隣接県等に指定されている緊急物資
集積所等への搬送を93件実施。また、熊本県ト協で
は佐川急便の協力を得て、益城町の物資集積所から町
内に散在する末端の避難所等への配送などを実施。

▷4月23日～ 24日  全ト協では、熊本地震における緊急物資集積所および
輸送実態調査を実施。23日には、福岡県内にある熊
本県指定搬入場所（4か所）と佐賀県内にある同指定
搬入場所（1か所）について、翌24日は熊本県内にあ
る各市町村の指定搬入場所・避難所について、物資の
取り扱いと輸送状況について調査を行った。

▷4月24日   7時現在の営業用トラック輸送の手配実績は、幹線輸
送（プッシュ型）＝79件、幹線輸送（プル型　被災自
治体から国に依頼があったもの）＝17件、その他（熊
本県・熊本市から熊本県ト協に依頼があったもの）＝
77件。

▷4月25日   政府は、熊本地震に関して激甚災害の指定を閣議決定。
   18時現在で、全ト協では約180台のトラックを使用し、

これまでに119件の緊急物資輸送を実施。また、都道
府県ト協では約490台のトラックを使用し、飲料水や
食料などを輸送した。

（資料）全ト協発表資料、国土交通省・政府非常災害対策本部発表資料など

機動力発揮しトラックが奮闘
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
動
き
（
関
連
記
事
１
面
、
４
月
25
日
現
在
）

平成28年
熊本地震
《ドキュメント》

全
ト
協
対
策
本
部
は
４
月
14
日
に
設
置
さ
れ
た
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▼
と
あ
る
休

日
︑
ふ
と
空

を
見
上
げ
た

時
︑
目
に
飛

び
込
ん
で
き

た
鯉
の
ぼ
り
︒
５
月
の
風
に
吹
か
れ
て
︑

と
て
も
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
泳
い
で
い

ま
す
︒
鯉
の
ぼ
り
は
︑
江
戸
時
代
中
期

に
武
家
や
裕
福
な
庶
民
の
家
庭
か
ら
始

ま
っ
た
端
午
の
節
句
の
風
習
と
い
わ

れ
︑
男
児
の
出
世
と
健
康
を
祈
願
し
た

も
の
で
す
︒
▼
中
国
の
史
書
・
後
漢
書

﹁
李
膺
伝
﹂（
り
よ
う
で
ん
）に
あ
る﹁
中

国
の
黄
河
上
流
に
あ
る
竜
門
の
滝
の
急

流
を
登
り
切
っ
た
鯉
が
い
た
な
ら
ば
︑

そ
れ
は
竜
に
な
る
﹂
と
い
う
﹁
登
竜
門
﹂

の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
︑
男
児

の
行
く
末
に
大
き
な
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒
▼
５
月
５
日
は
も
う
す
ぐ

で
す
︒
私
の
遙
か
遠
い
記
憶
を
振
り
返

る
と
︑
東
京
・
足
立
区
で
生
を
受
け
た

私
の
実
家
は
︑
お
隣
の
敷
地
と
の
間
隔

が
あ
ま
り
な
い
都
内
特
有
の
住
宅
事
情

か
ら
︑
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
経
験
が
あ

り
ま
せ
ん
︒
そ
の
た
め
︑
５
月
の
こ
の

時
期
に
自
宅
近
く
の
民
家
で
掲
揚
さ
れ

る
鯉
の
ぼ
り
は
︑
本
当
に
楽
し
み
な
行

事
で
す
︒
▼
鯉
の
ぼ
り
は
上
か
ら
︑
魔

除
け
の
五
色
の
吹
き
流
し
︑
黒
色
の
お

父
さ
ん
真
鯉
︑
赤
色
の
お
母
さ
ん
緋

鯉
︑
青
や
桃
色
の
子
鯉
が
順
に
並
び
︑

５
月
の
爽
や
か
な
風
に
棚
引
く
様
は
︑

新
緑
の
季
節
の
到
来
を
告
げ
る
風
物
詩

で
す
︒
▼
全
国
に
数
多
く
の
鯉
の
ぼ
り

祭
り
が
あ
り
ま
す
が
︑
群
馬
県
館
林
市

の
﹁
こ
い
の
ぼ
り
の
里
ま
つ
り
﹂
で
は
︑

平
成
17
年
５
月
に
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
数

５
２
８
３
匹
の
世
界
記
録
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
鶴
生
田
川

を
中
心
に
市
内
５
か
所
で
鯉
達
が
春
風

に
吹
か
れ
水
面
を
揺
ら
す
壮
観
な
眺
め

と
︑
そ
の
膨
大
な
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
︒
▼
群
馬
県
太
田
市
に
隣
接
す
る
大

泉
町
は
︑
人
口
約
４
万
３
０
０
０
人
の

内
14
％
に
当
た
る
６
０
０
０
人
が
40
か

国
以
上
の
外
国
人
で
構
成
さ
れ
︑
ブ
ラ

ジ
ル
人
が
そ
の
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま

す
︒
▼
昨
年
の
﹁
こ
い
の
ぼ
り
の
里
ま
つ

り
﹂
の
来
場
者
に
も
︑
本
当
に
多
く
の

外
国
人
が
い
て
︑
異
国
の
言
葉
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
︒
心
地
よ
い
風
が
吹

く
中
︑
鯉
の
ぼ
り
に
目
を
や
る
と
青
空

の
下
で
気
持
ち
よ
く
泳
ぎ
︑
そ
の
背
景

に
あ
る
菜
の
花
畑
と
新
緑
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
絶
妙
で
し
た
︒
▼
時
折
吹
く

５
月
の
強
い
逆
風
を
受
け
て
︑
は
じ
め

て
大
空
に
舞
い
上
が
る
鯉
の
ぼ
り
︒
人

生
の
過
程
で
た
び
た
び
困
難
な
状
況
が

来
よ
う
と
も
︑
鯉
の
ぼ
り
を
見
れ
ば
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
逞
し
さ
が
沸
々
と
み

な
ぎ
る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
鯉
の

ぼ
り
祭
り
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
熊
本

県
北
東
部
に
位
置
す
る
小
国
町
の
鯉
の

ぼ
り
祭
り
は
︑
１
９
７
８
（
昭
和
53
）

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
︒
当
初
は
50
匹

程
度
だ
っ
た
と
さ
れ
る
鯉
の
ぼ
り
の
数

は
︑
歴
史
を
重
ね
た
今
︑
各
地
か
ら
３

５
０
０
匹
以
上
が
集
め
ら
れ
︑
温
泉
街

を
流
れ
る
杖
立
川
の
上
空
を
雄
大
に
泳

ぐ
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
︑
私
も
一
度
は

こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
︒
▼
去
る
４
月
14
日
に
発
生
し
熊
本

県
や
大
分
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
﹁
熊
本
地
震
﹂︒
被
災
者
の
方
々

の
心
中
を
察
す
る
と
心
が
痛
み
ま
す
︒

被
災
地
域
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
！
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トラガールファイル 大内 めぐみさん

　今回は、「中型ドライバー
（花き・自動車部品の長距
離輸送）兼運行管理者」
のお仕事です。長野県長野
市の㈱長野フローで、長距
離輸送ドライバーと運行管理
者を兼任する大内めぐみさん
が登場します。

第９回 「中型ドライバー（花き・自動車部品の長距離輸送）兼運行管理者」　
大内めぐみさん（㈱長野フロー・長野県）

髙木　真
代表取締役社長

★水曜の夜は運行管理者に ！
水曜の夜は、当直で運行管理者業務を担当（写真⑦）。
ドライバーと運行管理者を兼任しているからこそのこま
やかなケアを行っている。

大内さんのある運行の仕事の流れ

長距離ドライバーと運行管理者を兼任
「誰もが慕う姉貴的存在」

・前職では10 年ほどコンビニエンスストアのルート配送を行って
いたが、飲料等の手積み・手降ろし作業が身体的負担にな
ってきたため、運行管理者への転職を決意（運行管理者資
格は前職で取得済み）。
・半年前から長距離ドライバー業務に。「運行管理者の仕事を
続けているうちに、体を動かしたくなってきている自分がいまし
た。ちょうどそんな時期に長距離ドライバー業務を打診された
ので、正直ラッキーでした（笑）。体を動かすことができて楽
しいですし、重い荷物もないため身体的にもラクなんです」。
・約 1年前にフォークリフトの免許を取得。目下の目標は「先輩
ドライバーのようなリフト操作や荷積み技術の習得」だという。
・25歳と23歳の子どもの母親。「長距離ドライバーをやることになったと報告した時は、子どもたちに『オ
カンは動いてるのが好きだものね』と言われました。私のことをよく分かってくれています」。
 担当業務：長距離輸送（日～月曜、木～金曜）・運行管理（水曜当直）
 勤続年数： 3 年
 取得資格：�普通免許（中型限定）、運行管理者資格、フォークリフト運転技能講習修了

社内の倉庫・
荷置場から、
当日配送分の
荷物（チュー
リップの切り
花入りの段ボ
ール）をフォ
ークリフトで
運ぶ。

箱の高さ・大
きさや天地、
内容物の特性
（ 花 の 向 き
や、水入り容
器 の 有 無 ）
などを考えな
がら、パズル
のように積み
込んでいく。

全ての荷物を
積 み 込 ん だ
ら、パレットな
どで荷物の空
きスペースを
固定した後、
あおりを上げ
る。

ウイングを閉
じ、出発に備
える。

トラックの荷
台に積み込ん
でいく。段ボ
ールの中に水
入りのバケツ
が入ったもの
もあるため、
スピーディー
さを心がけな
がらも慎重に
作業。

2 つの納品先
への荷降ろし
順を考慮し、
荷台の前方か
ら順番に箱を
並べていく。

close-up!

丁寧な作業が求められる「花きの積み込み」

4 3

21

5 6

～ 1日目 ～
14:30

出社。点呼・アルコー
ルチェック（写真①）後、
車両点検を行う。

15:00
昼礼。安全面や健
康面に関する報告・
伝達事項を社長・役
員・管理者・ドライ
バー間で相互確認し
た後、経営理念や
燃費節減のポイントな
どを全員で唱和する（写真②）。

15:30
昼礼後、積み込み作業（ close-up! に別掲）を開始。
この日の輸送品は花き（おもにチューリップの切り花）。取
り扱いに注意しながら、丁寧に積み込んでいく。

17:30
出発（写真③）。途中、
高速道路のパーキング
エリア（PA）で休憩を
とりつつ、納品先へ向
けて走行。

21:40
愛知県名古屋市にある市場と卸売業者の2か所へ納品。
荷降ろしを行う。

22:30
荷降ろし完了後、同市内にある翌日の積み込み先付近ま
で移動。伝票・日報の整理を行う。

23:00
シャワールームのあるガソリンスタンドなどで入浴。

24:00
コンビニエンスストア
の駐車場などに停車
し、キャビン内で就寝
（写真④）。キャビン
には枕・掛け布団・
毛布のセットが積み込
まれている。

～ 2日目 ～
8:30

起床し、2日目の積み込み先へ移動。

10:00
同市内にある自動車部品の物流倉庫へ到着。品番を細
かくチェックしつつ、2か所ある降ろし先ごとに積み込んで
いく。

11:30
1 か所目の降ろし先へ向けて出発。

14:00
長野県松本市にある自動車メーカーの工場にて荷降ろし。
途中PAで休憩をとりつつ、2か所目の降ろし先へ向け移
動。

16:00
同県長野市にある自動車メーカーの工場にて荷降ろし。
終了後、会社へと戻る。

17:30
帰社（写真⑤）。洗
車後、事務所へ。
日報提出と伝票整理
を終えた後、着席に
よる対面点呼（写真
⑥）を受けて18：30
頃業務終了。

株式会社長野フロー
［代表取締役社長　髙木　真］

本社所在地� 長野県長野市若穂川田 3800-3
資本金� 3,000 万円
設立� 昭和 47 年 5月6日
従業員数� 107 人（うち女性 13 人）
車両数� 76 台

女性・新卒者を積極採用
「適材適所の人材活用」を追求

髙木社長に
訊く！

大内さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に密着させていただきました。

　当社では、平成 25年に新卒採用、26年に女性採用を開始するなど、
人材確保に関する取り組みを進めています。特に女性採用に関しては、
昼間が働きやすい子育て中の主婦を対象に日中のパートタイム採用を創
出し、キノコの集荷を行うトラックドライバーとして勤務してもらっています。
　大内は、夜間当直の運行管理者として、3年ほど前に採用しました。ドライバー
経験があったので、昨年の冬頃に「長距離ドライバーと兼任してみないか」と打診
したところ、快諾してくれました。
　彼女は私の１歳年上なのですが、
私にとっても、社員たちにとっても、「姉
貴的な存在」です。運行管理者とし
て夜間の点呼をとる際も、ドライバーた

ちは「大内さんが点呼をとってくれると安心する」と言います。他
にも、新入社員が入社した際に、ホワイトボードに「◯◯さんが入
社しました�！　よろしくね�！�」と歓迎のメッセージとともに社内に周知
してくれるなど、とても女性的な心遣いにあふれた人です。
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